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斎

藤

拙

堂

先

生

略

傳

先

生

は

伊

勢

の

藩

士

、

名

は

正

謙

、

字

有

格

又

拙

堂

鐵

研

と

云

ふ

、

初

め

古

賀

精

ま

さ

か

ね

、

、

、

理

に

業

を

受

け

刻

苦

勉

勵

大

に

進

む

だ

爲

に

擢

で

ら

れ

て

藩

の

学

識

と

な

り

後

碌

百

五

十

石

を

受

け

、

文

政

七(

一

八

二

四)

年

十

二

月

上

士

に

進

み

、

侍

講

を

兼

ね

碌

二

百

石

と

な

り

名

聲

愈

々

揚

つ

た

、

天

保

十

二(

一

八

四

一)

年

郡

宰

に

擧

げ

ら

れ

、

力

め

て

文

庫

の

増

設

、

良

典

の

刊

行

、

文

武

兩

道

の

推

奬

、

人

材

の

登

用

な

ど

治

績

大

に

上

つ

た

當

時

幕

府

は

其

令

名

を

慕

ふ

て

拙

堂

を

辟

い

た

が

藩

、

「

侯

の

恩

命

を

棄

つ

る

は

士

人

の

恥

辱

だ

」

と

い

つ

て

固

辭

し

て

受

け

ず

儒

臣

を

拝

命

し

た

拙

堂

の

清

廉

と

學

殖

は

此

時

か

ら

一

層

有

志

の

欽

慕

す

る

所

と

な

つ

た

、

安

政

六(

一

八

五

九)

年

引

退

し

た

の

で

藩

は

食

碌

十

五

俸

を

給

し

長

子

正

格

に

三

百

石

を

與

へ

た

、

慶

應

元(
一

八

六

〇)

年

三

月

偶

々

隔

體

を

患

ひ

七

月

遂

に

永

久

に

眠

つ

た

時

に

年

六

十

九

才

、

先

生

の

文

献

は

夙

に

顯

は

れ

彼

の

有

名

な

木

曾

川

を

下

る

の

記

及

月

ヶ

瀬

勝

記

ば

其

詩

想

の

豊

富

を

語

る

も

の

で

あ

る

、

南

遊

志

は

先

生

の

紀

勢

紀

行

で

其

他

拙

堂

文

話

、

同

續

月

ヶ

瀬

勝

記

、

海

外

異

傳

、

鐵

研

餘

論

、

露

西

亞

外

記

、

京

華

遊

録

等

の

著

が

あ

る(

大

正

十

一

年

十

一

月

梅

村

記)
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(

読

み

下

し

文)
南

遊

志

余

夙

聞

熊

野

之

勝

、

魂

飛

神

逝

者

久

矣

、

十

餘

年

前

紀

府

小

浦

來

靑

、

以

郡

官

來

住

松

阪

以

文

字

納

交

於

余

、

郵

筒

往

來

殆

無

虚

月

、

及

昇

遷

歸

本

府

、

數

寄

書

勸

余

南

遊

、

余

欲

往

從

之

、

道

阻

且

遠

又

有

疾

病

事

故

礙

之

、

久

之

不

能

さ

へ

ぎ

る

决

焉

余

夙

に

熊

野

の

勝

を

聞

き

、

魂

飛

び

神

逝

く

者

久

し

、

十

餘

年

前

、

紀

府

小

浦

來

靑

、

郡

官

を

以

つ

て

松

阪

に

來

り

住

し

文

字

を

以

て

交

を

余

に

納

れ

、

郵

筒

往

來

殆

ん

ど

虚

月

無

し

昇

遷

し

て

本

府

に

歸

る

に

及

び

數

書

を

寄

せ

て

余

に

南

遊

を

勸

む

、

し

ば

し

ば

余

往

い

て

之

に

從

は

ん

と

欲

す

る

も

、

道

阻

に

し

て

且

遠

し

又

疾

病

事

故

の

之

を

礙

く

る

有

り

、

之

さ

へ

を

久

し

う

し

て

决

す

る

能

は

ざ

り

き

今

茲

庚

申

春

初

、

又

有

書

來

促

、

余

感

其

意

、

勢

之

龜

及

决

計

戒

門

生

岡

崎

靖

共

神

吉

匪

躬

山

人

筑

之

秋

伊

賀

畫

僧

雲

樵

及

一

奴

、

欲

以

月

人

人

上

巳

後

發

靱

三

月

四

日

朝

發

津

、

至

雲

津

、

送

者

十

餘

人

、

、

、

、

門

人

松

浦

道

壽

邀

入

其

家

憩

飲

晩

趨

松

阪

松

阪

吏

目

龜

井

有

常

、

亦

爲

舊

門

生

、

約

此

行

才

太

、

、

、

爲

嚮

導

遣

其

子

迎

於

途

有

常

亦

繼

至

郎

導

上

環

翠

亭

宿

焉

、

憶

余

嘗

導

我

藩

郡

宰

戸

波

宗

親

等

、

會

來

靑

於

此

亭

、

欵

留

竟

日

、

結

隣

邦

之

好

、

當

時

余

賦

一

律

紀

所

遇

、

書

以

與

主

今

茲

に

庚

申

春

初

、

又

書

來

り

て

促

す

有

り

、

萬

延

元(

一

八

六

〇)

年

余

其

の

意

に

感

じ

乃

ち

計

を

决

し

、

門

生

岡

崎

靖

共

、

神

吉

匪

躬

、

畫

僧

雲

樵

及

び

一

奴

を

戒

め

、

上

巳

の

後

を

以

つ

て

發

靱

せ

ん

と

欲

す

(

三

月

三

日)
(

出

発)

三

月

四

日

朝

津

を

發

し

、

雲

津

に

至

る

、

送

る

者

十

餘

人

、

松

浦

道

壽

其

家

に

邀

へ

入

る

、

憩

ひ

て

飲

む

、

晩

れ

て

松

阪

に

趨

く

、

松

阪

の

吏

目

、

龜

井

有

常

、

亦

舊

門

生

爲

り

、

此

行

嚮

導

と

爲

る

を

約

す

、

其

子

を

遣

し

て

途

に

迎

へ

し

む

、

有

常

も

亦

繼

い

で

至

る

、

導

か

れ

て

晩

翠

亭

に

上

り

宿

す

、

憶

ふ

に

余

嘗

て

我

藩

の

郡

宰

戸

波

宗

親

等

を

導

き

て

、

來

靑

等

と

此

亭

に

會

し

、

欵

留

日

を

竟
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人

、

装

飾

爲

幅

掲

在

壁

間

、

屈

指

巳

九

年

矣

源

次

、

五

日

赴

夏

目

郡

宰

之

宴

嚮

者

來

靑

之

將

歸

郎

仁

左

與

田

丸

郡

宰

淺

板

某

來

修

前

好

、

宗

親

等

衛

門

邀

之

設

宴

於

烏

洲

酒

樓

、

余

亦

往

會

之

、

後

夏

源

三

目

代

來

靑

任

松

阪

郡

宰

、

瀧

本

某

來

會

宗

郎

親

等

於

烏

洲

、

又

修

前

好

、

余

又

與

焉

、

今

日

招

飲

善

隣

之

誼

益

厚

、

、

、

六

日

早

發

松

阪

過

大

河

内

路

傍

有

一

大

邸

爲

北

畠

氏

舊

墟

、

嘗

登

游

記

之

至

大

石

旅

飰
飯

の

畧

字

亭

、

屋

後

有

魚

獄

、

之

魚

、

皆

網

前

溪

所

獄

中

(

い
け
す)

宇

具

比

漢

名

獲

、

噞

喁

浮

出

、

擇

取

其

大

者

け
ん
ぐ
う

桃

花

魚

割

以

爲

炙

、

鮮

美

可

口

、

夜

宿

七

日

市

、

、

、

七

日

踰

高

見

嶺

嶺

界

勢

和

神

武

帝

之

東

征

今

爲

向

孔

舎

衙

阪

軍

不

利

、

乃

轉

經

紀

國

、

向

暗

峠

按

孔

舎

衙

之

敗

、

帝

以

爲

我

日

伊

勢

由

此

嶺

入

大

和
神

裔

、

不

可

日

向

征

、

當

背

日

へ

、

隣

邦

の

好

を

結

べ

り

、

當

時

余

一

律

を

賦

し

て

所

遇

を

記

し

、

書

を

以

て

主

人

に

與

へ

し

が

裝

飾

し

て

幅

と

爲

し

、

掲

げ

て

壁

間

に

在

り

、

指

を

屈

す

れ

ば

已

に

九

年

に

な

り

五

日

、

夏

目

郡

宰

の

宴

に

赴

く

、

嚮

に

來

靑

の

將

に

歸

ら

ん

と

す

る

や

、

田

丸

の

郡

宰

淺

板

某

來

り

て

前

好

を

修

め

、

宗

親

等

を

邀

へ

て

宴

を

烏

洲

の

酒

樓

に

設

け

余

亦

往

い

て

之

に

會

せ

り

、

後

に

夏

目

、

來

靑

に

代

り

て

松

阪

郡

宰

に

任

ぜ

ら

る

ゝ

や

、

白

子

郡

宰

瀧

本

某

と

來

り

て

宗

親

等

を

烏

洲

に

會

し

、

又

前

好

を

修

め

余

又

與

れ

り

、

今

日

飲

に

招

か

れ

善

隣

の

誼

み

益

厚

し

六

日

、

早

く

松

阪

を

發

し

大

河

内

を

過

ぐ

、

路

傍

に

一

大

邸

あ

り

、

北

畠

氏

の

舊

墟

爲

り

、

嘗

て

登

、

、

、

游

し

て

之

を

記

せ

り

大

石

に

至

り

午

飰

す

(

飯

の

畧

字)

屋

後

に

あ

り

、

獄

中

の

魚

は

皆

前

溪

に

網

し

魚

獄

(

い
け
す)

て

得

る

所

、

と

し

て

浮

び

出

づ

、

其

大

な

る

噞

喁

け
ん
ぐ
う

者

を

擇

び

取

り

割

き

て

以

つ

て

炙

と

爲

せ

ば

鮮

美

口

に

す

可

し

夜

七

日

市

に

宿

す

七

日

高

見

嶺

を

踰

ゆ

、

嶺

は

勢

和

を

界

す

、

神

武

帝

の

東

征

し

て

、

孔

舎

衙

阪

に

向

ふ

や

、

軍

利

あ

ら

ず

、

乃

ち

轉

じ

て

紀

國

を

經

て

伊

勢

に

向

ひ

、

此

嶺

に

由

り

て

大

和

に

入

り

、

撃

ち

て

八

十

梟

師

を

國

見

丘

に

破

り

、

遂

に

兄

磯

城

、

長

膸

彦

を

誅
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戰

、

轉

經

泉

紀

、

得

八

咫

烏

導

、

向

伊

勢

、

故

御

中

製

有

神

風

伊

勢

之

語

、

或

以

爲

由

熊

野

入

吉

野

非

本

居

氏

古

事

記

傳

、

撃

破

八

十

梟

師

於

國

見

丘

、

遂

誅

兄

之

説

可

從

磯

城

、

長

膸

彦

、

奠

都

中

土

、

是

嶺

寔

爲

皇

業

創

基

之

地

、

撫

古

慨

然

、

晩

宿

鷲

家

驛

、

、

八

日

過

龍

門

村

盛

衰

記

所

載

源

義

朝

妾

常

盤

一

本

に

聞

携

三

兒

、

逃

難

奔

投

龍

門

里

、

即

此

龍

門

瀑

布

在

村

南

八

丁

余

以

爲

此

行

將

觀

那

智

瀑

如

此

等

恐

難

爲

瀑

乎

不

肯

往

觀

有

常

雲

樵

則

往

還

言

尋

常

飛

泉

耳

喜

兵

上

市

豪

商

藤

田

氏

聞

余

游

渉

遣

其

人

來

迎

衛

、

、

、

主

人

子

某

嘗

訪

余

津

城

聞

余

有

南

游

之

志

請

便

道

余

許

之

、

乃

至

不

見

某

、

問

之

主

過

訪

か

ほ

う、

、

、

人

垂

涙

言

兒

待

先

生

久

客

冬

俄

得

疾

下

世

余

聞

之

潜

然

、

歎

人

世

無

常

、

某

母

及

婦

、

見

余

、

如

舊

相

識

、

遂

延

余

及

從

侶

於

樓

上

絮

語

し

よ

ご

饗

之

、

樓

甚

華

潔

臨

芳

野

川

、

綠

淨

拭

目

飲

侑
す

ゝ

む

以

、

甚

美

、

小

雅

所

云

、

杜

詩

所

云

雨

鱒

嘉

魚

あ
め
の
う
お

(

あ

ゆ)

丙

穴

魚

、

並

謂

此

魚

也

、

此

魚

爲

芳

野

名

産

、
幾

甸

他

邦

多

不

産

、

但

諸

州

溪

澗

中

、

或

産

雨

子
謂

雨

子

關

東

謂

亦

爲

佳

品

、

亞

嘉

魚

、

故

漢

名

曰

似

嘉

也

未

免

魚

樓

舊

無

名

、

主

人

請

余

命

之

、

余

以

其

面

脊

し

、

都

を

中

土

に

奠

む

、

是

嶺

は

寔

に

皇

業

創

基

の

地

爲

り

、

古

を

撫

し

て

慨

然

た

り

晩

れ

て

鷲

家

の

驛

に

宿

す

八

日

龍

門

村

を

過

ぐ

、

盛

衰

記

載

す

る

所

、

源

義

朝

の

妾

常

盤

、

三

兒

を

携

へ

て

難

を

逃

れ

奔

り

て

龍

門

の

里

に

投

ず

と

は

即

ち

此

な

り

、

上

市

の

豪

商

藤

田

氏

余

の

游

渉

を

聞

き

、

其

人

を

遣

し

て

來

り

迎

へ

し

む

、

主

人

の

子

某

は

嘗

て

余

を

津

の

城

に

訪

ひ

、

余

が

南

遊

の

志

有

る

を

聞

き

道

を

便

し

て

過

訪

せ

ん

こ

と

を

請

ひ

、

余

之

を

許

せ

り

、

至

る

に

及

ん

で

某

を

見

ず

、

之

を

問

へ

ば

、

主

人

涙

を

垂

れ

て

言

ふ

兒

の

先

生

を

待

つ

や

久

し

か

り

き

、

客

冬

俄

に

疾

を

得

て

下

世

せ

り

と

、

余

之

を

聞

き

て

潜

然

、

人

生

の

無

常

を

歎

ず

、

某

の

母

及

婦

、

余

を

見

て

絮

語

す

る

こ

と

、

舊

相

識

の

如

し

、

遂

に

余

及

び

從

侶

を

樓

上

に

延

き

て

之

を

饗

す

、

樓

は

甚

だ

華

潔

、

芳

野

川

に

臨

み

、

綠

淨

く

し

て

目

を

拭

ふ

、

飲

を

侑

む

る

に

雨

鱒

を

以

て

す

、

甚

だ

美

な

り

、

小

雅

云

ふ

所

の

嘉

魚

、

杜

詩

云

ふ

所

の

丙

穴

魚

は

並

に

此

魚

を

謂

ふ

な

り

、

此

魚

芳

野

の

名

産

爲

り

、

他

邦

多

く

産

せ

ず

但

諸

州

溪

澗

の

中

、

或

は

雨

子

を

産

す

、

亦

佳

品

爲

り

、

嘉

魚

に

亞

ぐ

、

故

に

漢

名

を

似

嘉

魚

と

曰

ふ

、

樓

は

舊

名

無

し

、

山
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負

妹

山

、

命

曰

鳳

凰

樓

、

書

扁

與

之

九

日

朝

辞

藤

田

氏

、

經

六

田

諸

村

上

字

野

嶺

、

あ

し

た

見

和

中

諸

山

於

雲

烟

間

、

並

爲

舊

游

跡

、

爲

從

侶

一

一

指

點

抵

五

條

、

人

烟

稠

密

、

代

官

行

館

在

焉

、

過

眞

乳

山

山

下

一

川

爲

和

紀

之

界

、

宿

橋

本

驛

十

日

買

舟

下

紀

川

、

即

爲

芳

野

川

下

流

、

行

望

高

野

山

、

雨

後

如

蒼

翠

如

沐

數

里

過

一

島

、

多

豫

章

、

是

爲

舟

岡

山

、

左

右

岸

上

兩

岡

隔

水

對

峙

、

實

爲

妹

脊

山

、

上

市

及

和

歌

浦

並

又

有

妹

脊

山

、

葢

妹

脊

爲

夫

婦

之

義

故

古

人

或

遇

兩

山

、

、

、

對

峙

者

輙

被

以

之

名

歟

但

古

歌

咏

屬

此

地

萬

葉

可

徴

、

又

行

一

餉

時

既

而

望

見

麗

譙

於

雲

間

、

是

爲

和

歌

府

城

、

猶

相

距

里

許

府

下

倉

田

朔

太

伯

成

甞

遊

學

於

吾

津

此

日

以

來

靑

之

命

來

郎

、

、

、

、

迎

共

坐

舟

而

下

經

數

橋

抵

城

門

下

上

岸

即

爲

本

町

、

宿

於

逆

旅

即

夜

來

靑

拉

松

平

春

峰

太

郎

來

見

飲

至

夜

半

、

約

明

日

招

飲

而

去

三

郎

主

人

余

に

之

を

命

ぜ

ん

こ

と

を

請

ふ

、

余

其

背

山

に

面

し

妹

山

を

負

う

を

以

て

、

命

じ

て

鳳

凰

樓

と

曰

ひ

、

扁

を

書

し

て

之

を

與

ふ

九

日

朝

に

藤

田

氏

を

辭

し

、

六

田

諸

村

を

經

て

宇

野

嶺

に

登

り

和

中

の

諸

山

を

雲

烟

の

間

に

見

る

、

並

に

舊

游

の

跡

爲

り

、

從

侶

の

爲

め

に

一

一

指

點

す

、

五

條

に

抵

れ

ば

人

烟

稠

密

、

大

官

の

行

館

在

り

、

眞

乳

山

を

過

ぐ

、

山

下

の

一

川

は

紀

和

の

界

を

爲

す

、

橋

本

驛

に

宿

す

十

日

舟

を

買

ひ

て

紀

の

川

を

下

る

、

即

ち

芳

野

川

の

下

流

爲

り

行

く

高

野

山

を

望

む

、

雨

後

の

く

蒼

翠

沐

す

る

が

如

し

、

數

里

に

し

て

一

島

を

過

ぐ

、

豫

章

多

し

、

是

を

舟

岡

山

と

爲

す

、

左

右

の

岸

上

、

兩

岡

水

を

隔

て

ゝ

對

峙

す

、

實

に

妹

背

山

と

爲

す

、

上

市

及

和

歌

浦

、

並

に

又

妹

背

山

あ

り

、

蓋

し

妹

背

は

夫

婦

の

義

と

爲

す

、

故

に

故

人

或

は

兩

山

の

對

峙

す

る

者

に

遇

へ

ば

、

輙

ち

被

ら

す

る

に

此

名

を

以

つ

て

す

る

か

、

但

古

歌

咏

ず

る

所

は

此

地

に

屬

す

、

萬

葉

集

徴

す

可

し

、

又

行

く

こ

と

一

餉

時

、

麗

譙

を

雲

間

に

望

見

す

、

是

れ

和

歌

府

城

と

爲

す

、

猶

相

距

こ

と

里

許

り

な

り

、

府

下

の

倉

田

伯

成

は

嘗

て

吾

が

津

に

遊

學

せ

り

、

此

日

來

靑

の

命

を

以

て

來

り

迎

ふ

、

共

に

舟

に

坐

し

て

下

る

、

數

橋

を

經

て

城

門

の

下

に

抵

り

、

岸

に

上

る

、

即

ち

本

町

と

爲

す

逆

旅
(

宿

屋

)

に

宿

す

、

即

夜

來

靑

松

平

春

げ
き
り
よ
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十

一

日

、

赴

小

浦

氏

之

約

、

庭

中

櫻

花

欄

開

、

掩

映

池

水

猶

如

鏡

中

美

人

艶

麗

無

比

、

共

坐

幄

九

郎

左

亭

賞

之

、

相

會

者

松

平

魯

峰

以

下

數

人

、

衛

門

、

、

、

歡

飲

至

晩

移

坐

堂

上

醉

筆

雲

烟

坐

揮

漉

(

揮

筆

漉

墨

の

略)

、

、

、

魯

峰

爲

春

峰

之

父

嘗

任

勢

州

奉

行

寓

松

阪

今

爲

寺

社

奉

行

、

歸

住

本

府

十

二

日

余

患

腹

瀉

在

寓

消

息

、

嚮

踰

高

見

嶺

、

山

中

有

雪

、

寒

甚

、

覺

腹

痛

、

至

今

不

全

痊

、

(

癒)

貞

飲

、

醫

士

鈴

木

某

藥

、

此

日

從

者

請

往

觀

和

輔

歌

浦

許

之

、

頼

子

成

嘗

爲

余

談

天

下

名

勝

、

言

和

歌

浦

雖

有

明

光

之

稱

平

平

不

足

觀

、

且

余

聞

本

地

人

説

、

明

光

之

勝

、

從

紀

三

井

寺

望

見

爲

佳

、

近

日

南

行

、

將

經

三

井

、

故

余

不

恨

缼

今

日

之

游

也

十

三

日

、

魯

峰

招

飲

、

余

病

稍

减

乃

與

來

靑

赴

之

、

會

者

數

人

、

皆

文

苑

之

士

、

亦

爲

雅

集

峯

を

拉

し

て

來

り

見

へ

、

飲

ん

で

夜

半

に

至

り

、

明

日

の

招

飲

を

約

し

て

去

る

十

一

日

小

浦

氏

の

約

に

赴

く

、

庭

中

櫻

花

欄

開

、

池

水

に

掩

映

し

て

猶

鏡

中

の

美

人

の

如

く

、

艶

麗

比

無

し

、

共

に

幄

亭

に

坐

し

て

之

を

賞

す

、

相

會

す

る

者

、

松

平

魯

峯

以

下

數

人

、

歡

飲

し

て

晩

に

至

る

、

坐

を

堂

上

に

移

し

、

醉

筆

揮

灑

す

れ

ば

、

雲

烟

坐

に

滿

つ

、

魯

峰

は

春

峯

の

父

爲

り

、

嘗

て

勢

洲

奉

行

に

任

ぜ

ら

れ

て

、

松

阪

に

寓

せ

り

、

今

寺

社

奉

行

と

爲

り

て

、

歸

り

て

本

府

に

住

す

十

二

日

、

余

腹

瀉

を

患

ひ

、

寓

に

在

り

て

消

息

す

、

嚮

に

高

見

嶺

を

踰

ゆ

る

や

、

山

中

雪

有

り

、

寒

さ

甚

し

く

、

腹

痛

を

覺

へ

し

が

今

に

至

る

も

全

く

は

痊

へ

ず

、

醫

士

鈴

木

某

の

藥

を

飲

む

、

此

日

從

者

往

き

て

和

歌

浦

を

觀

ん

事

を

請

ふ

、

之

を

許

す

、

頼

子

成

、

嘗

て

余

の

爲

に

天

下

の

名

勝

を

談

じ

て

、

和

歌

浦

は

明

光

の

稱

有

り

と

雖

も

、

平

々

觀

る

に

足

ら

ず

と

言

へ

り

、

且

余

本

地

の

人

の

説

を

聞

く

に

、

明

光

の

勝

は

紀

三

井

寺

よ

り

望

見

す

る

を

佳

と

爲

す

と

、

近

日

南

行

し

て

將

に

三

井

を

經

ん

と

す

、

故

に

余

は

今

日

の

游

を

缼

く

を

恨

み

ざ

る

な

り十

三

日

魯

峯

の

飲

に

招

く

、

余

の

病

稍

减

ず

、

乃

ち

來

靑

と

與

に

之

に

赴

く

、

會

す

る

者

數

人

、

皆
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忠

右

、

、

、

十

四

日

夜

詣

小

浦

氏

渡

支

大

橋

某

來

衛

門

、

、

、

亦

嘗

在

伊

勢

爲

白

子

郡

宰

與

談

經

済

事

務

至

夜

半

十

五

日

、

丹

州

久

野

大

夫

求

見

、

従

來

靑

詣

其

、

、

、

邸

大

夫

以

伊

勢

田

丸

城

主

食

一

萬

五

千

石

遣

其

臣

隷

代

治

焉

、

身

在

本

府

執

事

、

篤

好

文

學

、

施

之

有

政

、

鬱

然

爲

一

國

之

望

、

紀

之

爲

故

國

、

非

有

大

臣

之

謂

也

耶

、

大

夫

命

設

宴

於

、

、

、

、

茶

寮

見

請

酒

美

茶

香

飲

喫

至

半

夜

辞

去

此

夜

月

明

、

與

來

靑

吟

歩

街

上

、

抵

寓

十

六

日

、

將

以

明

早

辞

府

下

、

來

靑

、

及

向

笠

三

之

忠

右

豹

彦

太

大

橋

川

井

薗

田

等

、

凡

十

餘

亟

衛

門

藏

郎

人

、

來

辞

、

本

府

之

士

大

抵

爲

新

識

但

淺

板

郡

宰

爲

舊

相

識

、

遇

其

病

不

得

相

見

、

爲

可

恨

也

十

七

日

、

早

發

、

伯

成

送

出

郊

門

、

一

里

登

紀

三

井

寺

、

堂

宇

宏

麗

、

安

十

一

面

觀

音

、

香

客

、

、

陸

續

來

賽

堂

前

有

傑

閣

架

崖

而

起

憑

欄

俯

瞰

文

苑

の

士

、

亦

雅

集

爲

り

十

四

日

、

夜

詣

小

浦

氏

に

詣

る

、

度

支

大

橋

某

來

る

、

亦

嘗

て

伊

勢

に

在

り

て

、

白

子

郡

の

宰

爲

り

、

與

に

經

済

事

務

を

談

じ

て

夜

半

に

至

る

十

五

日

丹

州

大

夫

見

え

ん

事

を

求

む

、

來

靑

に

從

ひ

て

某

邸

に

詣

る

、

大

夫

は

伊

勢

田

丸

の

城

主

を

い

た

以

つ

て

一

萬

五

千

石

を

食

む

、

其

臣

隷

を

遣

し

て

代

り

て

治

め

し

め

身

は

本

府

に

あ

り

て

事

を

執

る

、

篤

く

文

學

を

好

み

て

、

之

を

有

政

に

施

し

鬱

然

一

國

の

望

爲

り

、

紀

の

故

國

爲

る

は

、

大

臣

有

る

の

謂

に

非

さ

る

か

、

大

夫

命

じ

て

宴

を

茶

寮

に

設

け

請

う

ぜ

ら

る

酒

美

に

茶

香

ば

し

、

飲

喫

半

夜

に

至

り

て

辭

去

す

、

此

夜

月

明

、

來

靑

と

街

上

を

吟

歩

し

て

寓

に

抵

る

十

六

日

將

に

明

早

を

以

て

府

下

を

辭

せ

ん

と

す

、

來

靑

及

向

笠

、

大

橋

、

川

井

、

薗

田

等

、

凡

十

餘

人

、

來

り

辭

す

、

本

府

の

士

は

大

抵

新

誡

爲

る

も

、

但

淺

板

郡

宰

は

舊

相

識

爲

り

、

其

病

む

に

遭

ひ

て

、

相

見

る

を

得

ざ

る

は

、

恨

む

可

し

と

爲

す

な

り

十

七

日

早

に

發

す

、

伯

成

送

り

て

郊

門

を

出

づ

、

一

里

に

し

て

紀

三

井

寺

に

登

る

、

堂

宇

宏

麗

な

り

、

十

一

面

觀

音

を

安

ん

ず

、

香

客

陸

續

と

し

て

來

り
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和

歌

浦

玉

津

島

諸

勝

、

近

在

目

睫

山

水

明

媚

、

秀

色

可

餐

、

浦

島

之

名

宇

内

、

終

不

誣

也

、

子

、

、

成

之

游

葢

不

至

此

間

故

不

滿

於

和

歌

浦

勝

也

不

然

、

子

成

明

眼

之

士

、

何

獨

不

知

此

爲

佳

山

水

耶

、

所

謂

身

在

廬

山

中

、

不

知

其

眞

面

目

者

歟

、

客

有

識

當

時

之

事

者

、

謂

子

成

非

不

至

此

間

、

聞

此

寺

藏

古

畫

幅

、

與

野

呂

介

石

特

來

觀

焉

、

無

可

意

者

、

子

成

悵

然

悔

來

、

是

既

不

滿

、

、

、

於

假

山

水

遂

併

眞

山

水

唾

棄

之

耳

出

後

門

下

橙

、

得

旗

亭

而

入

、

春

峰

與

其

傔

人

先

來

待

焉

、

發

行

厨

餞

余

々

感

其

意

、

盡

醉

別

去

行

上

藤

白

嶺

、

輿

中

望

見

阿

淡

諸

島

、

愈

上

攝

播

諸

縹

渺

現

出

於

碧

瑠

璃

上

比

三

井

更

爲

大

觀

、

嶺

巳

盡

、

遇

一

峻

阪

、

曰

蕪

阪

、

石

芒

嚙

足

險

更

甚

、

降

渡

一

水

曰

在

田

川

、

又

踰

保

津

二

絲

賀

(

糸

我

)

、

、

、

嶺

此

間

屬

在

田

郡

少

稻

田

土

民

種

橘

爲

生

蒼

翠

滿

目

、

無

山

谷

非

橘

翠

、

紀

國

之

橘

爲

地

方

名

産

、

世

所

偏

識

也

大

史

公

以

爲

蜀

漢

江

陵

千

樹

橘

其

人

等

千

戸

候

在

田

橘

樹

之

夥

、

不

知、

可

封

幾

千

戸

候

我

茶

磨

山

莊

近

亦

種

橘

樹

十

株

行

詢

之

士

人

、

詳

其

培

養

之

法

記

之

而

去

、

晩

宿

湯

淺

、

距

栖

原

可

半

里

、

故

人

菊

池

士

固

居

在

焉

、

士

固

別

號

溪

琴

、

詩

名

噪

世

、

又

好

講

武

奇

士

也

、

遣

靖

共

訪

問

之

、

約

明

日

來

訪

賽

せ

り

、

堂

前

に

傑

閣

の

崖

に

架

し

て

起

る

有

り

、

欄

に

懲

り

て

俯

瞰

す

れ

ば

和

歌

浦

、

玉

津

島

の

諸

勝

近

く

目

睫

に

在

り

、

山

水

明

媚

、

秀

色

餐

す

可

し

、

浦

島

の

宇

内

に

名

あ

る

、

終

に

誣

ひ

ざ

る

な

り

、

子

成

の

游

ぶ

蓋

し

此

間

に

至

ら

ず

、

故

に

和

歌

浦

の

勝

に

滿

た

ざ

り

し

な

り

然

ら

ざ

れ

ば

子

成

は

明

眼

の

士

、

何

ぞ

獨

り

此

佳

山

水

爲

る

を

知

ら

ざ

ら

ん

や

、

所

謂

身

、

盧

山

の

中

に

在

れ

ば

、

其

眞

面

目

を

知

ら

ざ

る

者

か

、

客

に

當

時

の

事

を

識

る

者

有

り

、

謂

ふ

子

成

此

間

に

至

ら

ざ

る

に

非

ず

、

此

寺

古

畫

幅

を

藏

す

と

聞

き

、

野

呂

介

石

と

歟

に

特

に

來

り

て

觀

る

に

、

意

に

可

な

る

者

無

し

、

子

成

悵

然

と

し

て

來

り

し

を

悔

ゆ

、

是

れ

既

に

假

山

水

に

滿

た

ず

、

遂

に

眞

山

水

を

併

せ

て

之

を

唾

棄

す

る

の

み

と

、

後

門

を

出

で

ゝ

磴

を

下

り

、

旗

亭

を

得

て

入

る

、

春

峯

其

傔

人

と

與

に

先

に

來

り

て

、
【

、

、

待

つ

是

日

魯

峯

來

靑

出

餞

の

設

け

あ

り

し

も

事

に

阻

ま

れ

て

果

さ

れ

ず

、

春

峰

を

し

て

代

り

て

來

ら

し

む

】

行

厨

を

發

き

て

余

を

餞

す

、

余

其

意

に

感

じ

、

醉

を

盡

し

て

別

れ

去

る

、

行

々

、

藤

白

嶺

に

上

る

、

輿

中

よ

り

阿

淡

諸

島

を

望

見

す

、

愈

々

上

れ

ば

、

攝

播

の

諸

山

縹

渺

と

し

て

碧

瑠

璃

上

に

現

出

す

、

三

井

に

比

し

て

更

に

大

觀

爲

り

、

嶺

巳

に

盡

き

て

一

峻

阪

に

遇

う

、

蕪

阪

と

云

ふ

、

石

芒

足

を

嚙

ん

で

險

更

に

甚

し

、

降

つ

て

一

水

を

渡

る

、

在

田

川

と

曰

ふ

、

又

絲

賀

、

保

津

の

二

嶺

を

踰

ゆ

、

此

間

在

田

郡

に

屬

せ

り

、

稻

田

少

し

、

土
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十

八

日

、

在

湯

淺

、

湯

淺

瀕

海

、

舟

舶

輻

湊

、

人

戸

二

千

餘

、

爲

紀

中

好

港

、

旅

店

臨

港

、

有

扁

曰

古

碧

樓

、

暁

起

掲

簾

、

烟

消

日

出

、

海

山

縹

渺

、

處

々

有

款

乃

聲

、

柳

州

詩

興

可

想

、

飯

訖

率

從

侶

歩

到

岸

上

、

刈

藻

島

當

前

有

一

竅

通

明

、

頻

奇

沿

岸

到

廣

村

、

人

烟

亦

稠

、

甲

寅

海

嘯

之

變

、

屋

舎

毀

壊

、

未

盡

復

、

午

後

士

固

拉

栖

原

出

雲

詩

僧

冷

雲

畫

師

黄

中

章

來

、

張

宴

談

入

人

論

、

約

明

日

日

下

而

罷

民

は

橘

を

種

え

て

生

と

爲

す

、

蒼

翠

目

に

滿

ち

山

と

し

て

谷

と

し

て

橘

翠

に

非

ざ

る

は

無

し

、

紀

國

の

橘

は

地

方

の

名

産

爲

る

は

世

の

偏

く

識

る

所

な

り

、

大

史

公

以

爲

、

蜀

漢

江

陵

千

樹

の

橘

、

其

人

千

戸

候

に

等

し

と

在

田

は

橘

樹

の

夥

し

く

數

千

戸

候

を

封

す

べ

き

や

を

知

ら

ず

我

が

茶

麿

山

莊

、

近

く

亦

橘

樹

十

株

を

種

う

、

行

く

之

を

土

人

に

く

詢

ひ

、

其

培

養

の

法

を

詳

に

し

、

之

を

記

し

て

去

る

、

晩

に

湯

淺

に

宿

す

、

栖

原

を

距

る

半

里

可

な

り

、

故

人

菊

地

士

固

の

居

あ

り

、

士

固

別

號

は

溪

琴

、

詩

名

世

に

噪

し

、

又

好

ん

で

武

を

講

ず

奇

士

な

り

、

靖

共

を

遣

し

て

之

を

訪

問

せ

し

め

明

日

の

來

訪

を

約

す

十

八

日

湯

淺

に

在

り

、

湯

淺

は

海

に

瀕

し

、

舟

舶

輻

湊

す

人

戸

二

千

餘

、

紀

中

の

好

港

爲

り

、

旅

店

は

港

に

臨

む

、

扁

有

り

曰

く

古

碧

樓

、

暁

に

起

き

て

簾

を

掲

ぐ

れ

ば

、

烟

消

え

て

日

出

で

、

海

山

縹

、

、

、

渺

處

々

の

聲

有

り

柳

州

の

詩

興

想

う

可

し

欵

乃

う

た

ゐ

飯

訖

り

、

從

侶

を

率

ゐ

、

歩

し

て

岸

上

に

至

る

、

刈

藻

島

前

に

當

り

、

一

竅

あ

り

て

明

を

通

ず

、

頗

る

奇

な

り

、

岸

に

沿

ひ

て

廣

村

に

到

れ

ば

、

人

烟

亦

し

、

甲

寅

海

嘯

の

變

に

屋

舎

殷

壊

し

て

未

だ

稠
お

ほ

く

は

復

せ

ず

、

午

後

士

固

詩

僧

冷

雲(

栖

原

の

盡

こ

と

ご

と

人)
畫

師

黄

中

章

を

拉

し

て

來

る

、

宴

を

張

り

て

談

論

す

る

に

明

日

を

約

し

、

つ

て

罷

む

日

下

(

日

没)
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十

九

日

冷

雲

來

迎

詣

菊

池

氏

主

人

設

床

、

、

、

こ

し

か

け

、

、

、

於

中

庭

延

余

及

從

侶

泉

石

幽

麗

櫻

花

盛

開

掩

映

其

上

、

啜

茗

顧

眄

、

吟

賞

者

久

之

、

還

登

堂

、

堂

宇

高

敝

、

濱

口

某

從

廣

村

來

會

、

雅

飲

竟

日

、

雲

南

雲

樵

作

畫

、

余

亦

醉

揮

數

紙

、

主

人

多

藏

古

名

刀

、

請

觀

之

、

燈

下

發

匣

出

示

寒

氷

凛

然

、

一

坐

傳

觀

侑

飲

、

時

山

月

末

升

、

庭

下

泉

聲

益

幽

杜

詩

所

謂

暗

水

流

花

徑

、

春

星

帶

草

堂

爲

此

夜

景

况

、

所

謂

檢

書

燒

燭

短

、

看

劔

引

盃

長

、

爲

此

夜

興

趣

、

與

千

餘

年

前

左

氏

夜

宴

所

遇

正

同

、

見

燭

跋

而

散

、

、

、

二

十

日

早

踰

鹿

脊

嶺

險

甚

地

己

屬

日

高

郡

橘

林

盡

而

桂

林

來

桂

之

多

以

谷

量

、

不

讓

在

田

、

、

、

、

之

橘

採

爲

藥

材

送

京

阪

亦

山

中

經

濟

也

歷

原

谷

、

至

吉

田

、

有

八

幡

祠

、

壯

厳

、

鐘

巻

彦

左

村

、

江

川

大

里

正

瀨

見

善

水

令

其

外

弟

小

衛

門

池

甚

七

、

盬

崎

理

一

、

來

迎

、

導

上

道

成

寺

寺

大

寶

中

、

藤

原

道

成

奉

勅

營

造

、

巳

成

以

其

名

命

之

、

經

千

有

餘

年

、

堂

宇

古

朴

、

佛

像

諸

物

並

有

古

色

、

庭

多

缼

瓦

、

盍

上

世

之

物

、

拾

數

十

九

日

、

冷

雲

來

り

迎

へ

て

、

菊

池

氏

に

抵

る

、

主

人

床

を

庭

中

に

設

け

、

余

及

從

侶

を

延

く

、

泉

石

幽

麗

な

り

、

櫻

花

盛

開

し

て

其

上

に

掩

映

す

、

茗

を

啜

り

て

顧

眄

吟

賞

す

る

も

の

之

を

久

し

う

す

、

還

つ

て

堂

に

登

る

、

堂

宇

高

敞

、

濱

口

某

廣

村

よ

り

來

り

會

し

、

雅

飲

日

を

竟

ふ

、

雲

南

雲

樵

畫

を

作

す

、

余

も

亦

醉

い

て

數

紙

に

揮

ふ

、

主

人

多

く

古

銘

刀

を

藏

せ

り

、

之

を

觀

ん

事

を

請

ふ

、

燈

下

に

匣

を

發

き

て

出

し

示

さ

る

、

寒

氷

凛

然

た

り

、

一

坐

傳

觀

し

て

飲

を

侑

む

、

時

に

山

月

未

だ

升

ら

ず

庭

下

の

泉

聲

益

幽

な

り

、

杜

詩

に

所

謂

暗

水

花

徑

に

流

れ

、

春

星

草

堂

を

帶

ぶ

は

此

夜

の

景

况

爲

り

、

所

謂

書

を

檢

し

て

燭

を

燒

く

こ

と

短

か

く

、

劔

を

見

て

盃

を

引

く

こ

と

長

し

と

は

此

夜

の

興

趣

爲

り

、

千

餘

年

前

左

氏

夜

宴

と

遭

ふ

所

正

に

同

じ

燭

跋

を

見

て

散

ず

二

十

日

早

に

鹿

脊

嶺

を

踰

ゆ

、

地

は

已

に

日

高

郡

に

屬

す

、

橘

林

盡

て

桂

林

來

る

、

桂

の

多

き

こ

と

谷

を

以

て

量

る

、

在

田

之

橘

に

譲

ら

ず

、

採

り

て

藥

材

と

爲

し

、

京

阪

に

送

る

、

亦

山

中

の

經

濟

な

り

、

原

谷

を

經

て

吉

田

に

至

れ

ば

八

幡

祠

有

り

、

壯

厳

な

り

、

鐘

巻

村

に

至

る

、

江

川

の

大

里

正

瀨

見

善

水

其

外

弟

小

池

甚

七

、

盬

崎

理

一

を

し

て

來

り

迎

へ

し

む

、

導

か

れ

て

道

成

寺

に

上

る

、

寺

は

大

寶

中

藤

原

道

成

勅

を

奉

じ

て

營

造

し

已

に

成

る

や

、

其

名

を

以

て

之

に

命

ず

、

千

有

餘

年

を

經

て

、
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片

寘

歸

裝

中

、

世

傳

延

喜

中

、

本

地

處

女

悦

旅

僧

顔

色

、

桃

之

僧

欺

女

逃

去

、

女

忿

恚

、

化

蛇

遂

之

、

僧

窘

急

、

奔

入

此

寺

乞

救

、

道

侶

伏

之

大

鐘

内

、

蛇

至

、

以

尾

纏

鐘

數

匝

鐘

鎔

僧

死

、

謠

曲

及

院

本

並

皆

演

之

、

固

爲

烏

有

之

談

、

然

元

亨

釋

書

゛

已

載

其

事

、

此

寺

所

傳

古

畫

、

亦

有

其

圖

、

爲

世

人

之

口

實

久

矣

、

堂

傍

有

大

櫻

樹

、

爲

數

百

年

物

、

花

已

盡

殘

、

紀

地

溫

暖

、

花

候

先

我

郷

殆

十

日

又

其

傍

有

一

樹

稍

小

、

葢

爲

晩

櫻

、

花

正

盛

、

僧

設

榻

樹

下

、

供

茶

糕

、

良

久

而

去

、

渡

日

高

川

、

入

江

川

村

、

瀬

休

歇

き
ゆ
う
け
つ

見

父

子

゛

出

迎

延

於

堂

上

待

、

余

復

患

腹

巵

酒

こ

し

ゆ

瀉

辭

宴

早

寝

二

十

一

日

朝

主

人

又

設

宴

、

余

病

已

愈

、

乃

傾

數

盞

神

旺

揮

灑

數

紙

欲

去

、

主

人

懇

々

挽

留

、

又

有

常

中

酒

不

能

起

、

遂

又

留

宿

、

主

人

能

和

歌

子

弟

亦

皆

解

韵

事

、

有

都

人

士

之

風

堂

宇

古

朴

、

佛

像

諸

物

並

に

古

色

有

り

、

庭

に

缼

瓦

多

し

、

蓋

し

上

世

の

物

な

り

、

數

片

を

拾

ひ

て

歸

裝

の

中

に

寘

く

、

世

傳

ふ

、

延

喜

の

中

、

本

地

の

處

女

、

旅

僧

の

顔

色

を

悦

び

て

、

之

に

挑

む

、

僧

女

を

欺

き

て

逃

れ

去

る

、

女

忿

恚

し

蛇

と

化

し

て

之

を

逐

ふ

、

僧

窘

急

し

奔

り

て

此

寺

に

入

り

救

ひ

を

乞

ふ

、

道

侶

は

之

を

大

鐘

の

内

に

伏

す

、

蛇

至

り

て

尾

を

以

て

鐘

を

纏

ふ

こ

と

數

匝

、

鐘

鎔

け

て

僧

死

す

、

謠

曲

及

院

本

並

に

皆

之

を

演

ず

る

も

、

固

よ

り

烏

有

の

談

爲

り

、

然

も

元

亨

釋

書

、

已

に

其

事

を

載

せ

、

此

寺

傳

ふ

る

處

の

古

畫

、

亦

其

圖

有

り

、

世

人

の

口

實

と

な

る

久

し

、

堂

傍

に

大

櫻

樹

有

り

、

數

百

年

の

物

爲

り

、

花

は

已

に

盡

き

て

殘

る

、

紀

の

地

は

溫

暖

花

候

我

郷

に

先

づ

る

殆

ん

ど

十

日

な

り

、

又

其

傍

ら

に

一

樹

有

り

稍

小

、

蓋

し

晩

櫻

爲

り

、

花

正

に

盛

な

り

、

僧

榻

を

樹

下

に

設

け

て

茶

糕

を

供

す

、

休

歇

良

久

し

う

し

て

去

る

、

日

髙

川

を

渡

り

て

、

江

川

村

に

入

れ

ば

、

瀬

見

父

子

出

で

ゝ

迎

へ

、

堂

上

に

延

き

て

、

巵

酒

欵

待

す

余

復

腹

瀉

を

患

ひ

、

宴

を

辭

し

て

早

く

寝

ぬ

二

十

一

日

朝

主

人

又

宴

を

設

く

、

余

の

病

已

に

愈

ゆ

、

乃

ち

數

盞

を

傾

く

、

神

旺

ん

に

揮

灑

す

る

事

數

紙

、

去

ら

ん

と

欲

す

れ

ば

主

人

懇

々

と

し

て

挽

き

て

留

む

、

又

有

常

は

酒

に

中

つ

て

起

つ

能

は

す

、

遂

に

又

留

つ

て

宿

す

、

主

人

は

和

歌

を

能

く

し

、

子

弟

亦

韵

事

を

解

す

、

都

人

士

の

風

有

り

、
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二

十

二

日

辞

瀨

見

氏

、

主

人

贐

以

一

盆

山

色

淺

靑

多

峰

巒

、

道

瓜

谷

所

産

、

紀

中

古

屋

谷

之

石

名

天

下

余

嘗

獲

一

座

於

小

浦

氏

、

色

如

精

鐵

、

頗

大

有

双

峰

又

爲

異

觀

、

今

得

此

石

併

雙

美

、

善

水

余

之

喜

如

何

哉

、

理

一

及

其

姪

某

携

具

、

嫡

子

送

到

印

南

、

共

飲

干

旗

亭

別

去

、

抵

南

部

、

里

正

山

内

保

輔

置

酒

屈

留

、

遂

宿

焉

、

田

邊

流

寓

儒

生

陰

山

吉

朗

携

日

下

並

木

二

小

生

來

見

、

後

見

大

里

正

日

下

某

於

周

参

參

見

、

識

土

豪

並

木

貞

藏

於

安

居

、

爲

二

生

父

兄、

、

二

十

三

日

朝

冒

雨

赴

田

邊

吉

朗

及

兩

生

歩

從

余

輿

中

行

閲

吉

朗

文

稿

批

之

、

吉

朗

江

戸

産

、

自

言

幼

從

學

松

崎

慊

堂

、

先

生

之

詣

慊

堂

、

侍

執

食

飲

、

余

與

慊

堂

屢

相

往

來

、

應

有

此

事

、

、

、

、

距

今

二

十

餘

年

茫

然

不

能

記

午

飯

於

旅

店

雨

晴

欲

徃

湯

崎

、

謀

之

主

人

主

人

謂

陸

行

山

徑

崎

嶇

三

里

、

舟

行

海

上

直

徑

僅

一

里

餘

耳

、

乃

僦

舟

、

吉

朗

送

余

附

載

、

兩

生

亦

相

送

畏

風

浪

至

崕

返

去

、

此

間

爲

古

歌

所

云

風

莫

濱

、

然

此

日

風

勁

浪

怒

、

舟

傾

側

欲

覆

者

數

、

不

一

餉

時

到

岸

、

岸

邊

細

沙

瑩

白

、

號

曰

白

良

濱

、

亦

入

、

、

、

古

歌

海

中

一

島

半

腹

有

竅

中

依

稀

見

行

帆

二

十

二

日

瀨

見

氏

を

辭

す

、

主

人

贐

る

に

一

盆

山

を

以

て

す

、

色

淺

靑

に

て

峰

巒

多

し

瓜

谷

の

産

す

る

所

と

道

ふ

、

紀

中

古

谷

の

石

は

天

下

に

名

あ

り

、

ゆ

余

嘗

て

一

坐

を

小

浦

氏

に

獲

た

り

、

色

は

精

鐵

の

如

く

頗

る

大

、

雙

峰

有

り

、

亦

異

觀

爲

り

、

今

や

此

石

を

得

て

雙

美

を

併

す

、

余

の

喜

び

何

に

如

か

か

ん

や

、

理

一

及

某

姪

某

、

具

を

携

へ

、

送

り

て

紀

南

に

到

る

、

共

に

旗

亭

に

飲

み

て

別

れ

去

る

、

南

部

に

抵

る

、

里

正

山

内

保

輔

、

置

酒

し

て

屈

げ

て

留

む

、

遂

に

宿

す

、

田

邊

流

寓

の

儒

生

陰

山

吉

朗

、

日

下

、

並

木

の

二

小

生

を

携

へ

て

來

り

見

ゆ

、

後

大

里

正

日

下

某

を

周

參

見

に

見

る

、

土

豪

並

木

貞

藏

を

安

居

に

識

る

、

二

生

の

父

兄

爲

り

二

十

三

日

朝

た

に

雨

を

冒

し

て

田

邊

に

赴

く

、

吉く

朗

及

兩

生

歩

し

て

從

ふ

、

余

輿

中

に

て

行

く

吉

朗

の

文

稿

を

閲

し

て

此

を

批

す

、

吉

朗

は

江

戸

の

産

な

り

、

自

ら

云

ふ

幼

に

し

て

松

崎

慊

堂

に

從

つ

て

學

べ

り

、

先

生

の

慊

堂

に

詣

る

や

、

侍

し

て

食

飲

を

執

れ

り

と

、

余

は

慊

堂

と

屡

々

相

往

來

せ

り

、

應

さ

に

此

事

あ

る

べ

し

、

今

を

距

る

二

十

餘

年

な

り

、

茫

然

と

し

て

記

す

る

能

は

ず

午

旅

店

に

飲

す

、

雨

晴

る

、

湯

崎

に

適

か

ん

と

欲

し

て

之

を

主

人

に

謀

る

、

主

人

謂

ふ

陸

行

は

山

徑

崎

嶇

三

里

な

る

も

舟

行

は

直

徑

僅

か

に

一

里

餘

耳

と

、

乃

ち

舟

を

僦

ふ

、

吉

朗

余

を

送

り

て

附

い

て

載

る

、

兩

や

と
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甚

奇

、

渉

山

徑

不

半

里

達

湯

崎

、

地

有

温

泉

、

故

得

此

名

亦

舊

有

鉛

抗

、

故

一

名

鉛

山

、

南

海

祇

伯

玉

嘗

謫

居

於

此

、

選

其

勝

概

爲

七

境

、

各

、

、

、

、

有

詩

附

以

小

引

曰

銀

沙

歩

即

謂

白

浜

濱

曰

金

液

泉

、

即

謂

溫

湯

、

曰

芝

雲

石

、

在

山

上

成

靈

芝

狀

、

曰

龍

口

巖

、

曰

平

草

原

、

曰

藥

王

林

、

曰

行

宮

址

、

曰

既

仄

、

不

能

悉

造

觀

、

徃

、

、

浴

溫

湯

湯

在

數

所

其

最

遠

者

渉

海

崕

數

千

武

得

一

茅

屋

入

之

、

巖

間

湯

湧

、

湛

然

一

地

、

成

天

然

石

槽

、

坐

一

餉

時

、

亡

終

日

之

勞

、

書

記

、

、

、

載

齋

明

天

智

二

帝

浴

牟

漏

温

泉

盖

此

湯

也

紀

府

儒

士

仁

井

田

好

古

碑

詳

細

之

、

還

宿

里

正

某

氏

、

出

示

伯

玉

手

書

七

境

詩

巻

、

頗

爲

可

觀

生

も

亦

相

送

る

、

風

浪

に

畏

れ

崖

に

至

り

て

返

り

去

れ

り

、

此

間

は

古

歌

云

ふ

所

の

風

莫

濱

た

り

、

然

も

此

日

は

風

勁

く

浪

怒

り

、

舟

は

傾

側

し

て

覆

つ

よ

ら

ん

と

欲

す

る

者

し

ば

一

餉

時

な

ら

ず

し

て

く

岸

に

到

る

、

岸

邊

は

細

沙

瑩

白

、

號

し

て

白

良

濱

と

曰

ふ

、

亦

古

歌

に

入

れ

り

、

海

中

の

一

島

、

半

腹

に

竅

あ

り

、

竅

中

依

稀

と

し

て

行

帆

を

見

る

は

あ

な

甚

だ

奇

な

り

、

山

徑

を

渉

る

こ

と

半

里

な

ら

ず

し

て

、

湯

崎

に

達

す

、

地

に

溫

泉

あ

り

、

故

に

此

名

を

得

た

り

、

又

舊

く

鉛

抗

有

り

、

故

に

一

に

鉛

山

と

名

く

、

南

海

祇

玉

、

嘗

て

此

に

謫

居

し

、

其

勝

概

を

選

み

て

七

境

と

爲

し

、

各

詩

あ

り

、

附

す

る

に

小

引

を

以

つ

て

す

、

曰

く

銀

渉

歩

、

即

ち

白

浜

濱

と

謂

ふ

、

曰

く

金

液

泉

、

即

ち

温

湯

と

謂

ふ

、

曰

く

芝

雲

石

、

山

上

に

在

り

て

霊

芝

の

状

を

成

す

、

曰

く

龍

口

巖

、

曰

く

平

草

原

、

曰

く

藥

王

林

、

曰

く

行

宮

址

、

日

既

に

仄

く

、

悉

く

造

り

觀

る

能

は

ず

、

往

き

て

温

湯

に

浴

す

、

湯

は

數

所

に

在

り

、

其

最

も

遠

き

者

は

海

崕

を

渉

る

數

千

武

、

一

茅

屋

を

得

て

之

に

入

る

、

巖

間

に

湯

湧

き

、

湛

然

た

る

一

地

に

天

然

の

石

槽

を

成

す

、

坐

す

る

こ

と

一

餉

時

、

終

日

の

勞

を

忘

る

、

書

記

載

す

る

所

、

齊

明

、

天

智

二

帝

、

牟

漏

温

泉

に

浴

せ

ら

る

と

は

、

盖

し

此

湯

な

り

、

紀

府

の

儒

士

に

仁

井

田

好

古

の

碑

あ

り

、

之

を

詳

に

せ

り

、

還

つ

て

里

正

某

氏

に

宿

す

、

伯

玉

手

書

七

境

詩

巻

を

出

し

示

さ

る

、

頗

る

觀

る

べ

き

爲

り
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二

十

四

日

、

早

發

、

上

高

瀨

山

、

非

孔

道

、

山

徑

茅

塞

、

纔

通

一

綫

、

榛

荊

礙

輿

不

可

行

、

土

、

、

、

人

又

皆

漁

夫

不

慣

扛

輿

乃

捨

輿

歩

行

三

里

抵

富

田

、

從

田

邊

至

三

山

有

兩

路

、

北

由

三

栖

入

山

路

者

、

曰

中

邊

地

、

香

客

皆

就

焉

、

南

由

富

田

沿

岸

者

、

曰

大

邊

地

、

除

吏

役

土

人

外

、

少

經

過

者

、

故

無

酒

茶

店

、

無

逆

旅

家

、

就

村

長

若

土

豪

之

家

辨

宿

食

、

午

飰

訖

、

渡

富

田

川

村

頗

富

庶

、

不

愧

地

名

、

有

草

堂

寺

、

殿

閣

頗

壯

、

上

富

田

嶺

、

險

殊

甚

、

三

里

入

麓

、

有

水

簾

頗

壯

、

流

爲

澗

水

、

沿

路

繞

、

或

左

或

𢌞

右

、

掲

厲

三

十

餘

處

、

得

磧

川

無

復

一

滴

水

、

盖

下

爲

洑

流

也

、

又

遇

一

崚

阪

、

阪

下

爲

安

居

谷

村

長

來

迎

、

入

宿

土

豪

並

木

氏

、

主

人

通

稱

貞

藏

、

家

世

業

醫

、

其

父

七

十

餘

、

已

告

老

、

父

子

皆

好

文

愛

客

盃

献

酬

、

意

甚

懇

惻

、

使

余

、

、

、

殆

忘

爲

客

旅

人

嚮

者

在

紀

府

所

飲

皆

土

釀

及

渉

荒

海

之

濱

、

酒

皆

美

、

盖

阪

船

所

輸

也

、

但

地

濱

大

洋

所

漁

之

魚

雖

鮮

、

不

如

府

下

裏

海

之

美

二

十

四

日

早

に

發

す

、

高

瀨

山

に

上

る

、

孔

道(

大

こ
う
ど
う榛

荊

道)

に

非

ず

山

徑

茅

塞

纔

か

に

一

綫

を

通

ず

、

、
し

ん

け

い

輿

を

礙

げ

て

行

く

べ

か

ら

ず

、

土

人

は

皆

漁

夫

に

し

て

輿

を

扛

ぐ

に

慣

れ

ず

、

乃

ち

輿

を

捨

て

ゝ

歩

行

す

、

三

里

に

し

て

富

田

に

抵

る

、

田

邊

よ

り

三

山

に

至

る

兩

路

在

り

、

北

は

三

栖

よ

り

山

路

に

入

る

も

の

を

中

邊

路

と

曰

ふ

、

香

客

皆

就

く

、

南

、

富

田

よ

り

海

岸

に

沿

ふ

も

の

を

、

大

邊

路

と

曰

ふ

、

吏

役

の

土

人

を

除

く

の

外

は

經

過

す

る

者

少

な

し

、

故

に

酒

茶

の

店

な

く

、

逆

旅

の

家

な

し

、

村

長

若

く

は

土

豪

の

家

に

就

て

宿

食

を

辨

ず

、

午

飰

訖

り

て

、

富

田

川

を

渡

る

、

村

は

頗

る

富

庶

に

て

地

名

に

愧

ぢ

す

、

草

堂

寺

有

り

、

殿

閣

頗

る

壯

な

り

、

富

田

嶺

に

上

る

、

險

殊

に

甚

し

、

三

里

に

し

て

麓

に

入

る

、

水

簾

有

り

頗

る

壯

な

り

、

流

れ

て

澗

水

と

爲

り

、

路

に

沿

ひ

て

廻

繞

し

、

或

は

左

し

或

は

右

す

、

三

十

餘

處

、

磧

川

を

得

掲

厲(

水

を

渡

る

事)

け
い
れ
い

る

も

復

一

滴

の

水

無

し

、

蓋

し

下

洑

流

と

爲

る

な

ふ
く
り
ゆ
う

り

、

亦

一

峻

阪

に

遭

ふ

、

阪

下

は

安

居

の

谷

と

爲

す

、

村

長

來

り

て

迎

ふ

入

り

て

土

豪

並

木

氏

に

宿

す

、

主

人

通

稱

は

貞

藏

、

家

は

世

々

醫

を

業

と

す

、

其

父

は

七

十

餘

、

已

に

老

を

告

ぐ

、

父

子

皆

文

を

好

ん

で

客

を

愛

す

、

盃

酒

獻

酬

す

、

意

甚

だ

懇

惻

、

余

を

し

て

殆

ん

ど

客

旅

の

人

た

る

を

忘

れ

し

む

、

嚮

に

紀

府

に

在

る

や

飲

む

所

は

皆

土

釀

な

り

、

荒
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海

の

濱

を

渉

に

及

ん

で

酒

は

皆

美

な

り

、

盖

し

阪

二

十

五

日

、

早

辞

並

木

氏

、

渡

日

置

川

、

上

佛

嶺

、

亦

甚

險

峻

、

有

婦

人

充

役

、

擔

両

箱

重

十

、

、

餘

貫

健

勝

男

子

三

里

抵

周

参

參

見

碧

灣

丹

崕

匝

以

島

嶼

、

舟

舶

湊

於

其

内

、

民

戸

五

百

、

郡

助

右

官

行

署

在

焉

、

宰

村

上

某

使

人

迎

余

、

余

衛

門

、

、

、

乃

造

訪

某

設

盛

饌

於

廳

上

下

吏

交

來

勸

飲

盡

醉

辞

去

、

渉

海

岸

、

多

奇

嵓

、

踰

倒

馬

嶺

長

井

阪

、

日

逼

虞

淵

、

宿

見

老

津

漁

家

、

家

甚

矮

陋

、

主

從

六

人

、

纔

容

膝

、

器

皿

又

哨

缼

、

寢

食

皆

不

安

二

十

六

日

、

早

發

、

經

山

路

、

到

江

住

、

地

士

四

郎

、

、

、

城

某

迎

言

昨

聞

先

生

來

臨

掃

館

相

待

右

衛

門

何

不

來

宿

、

仍

入

憩

於

其

家

、

堂

宇

清

楚

飲

膳

皆

潔

此

地

距

見

老

津

僅

里

許

、

晩

途

不

努

力

、

致

昨

夜

煩

寃

之

悔

無

乃

、

主

人

出

示

木

實

名

曰

樹

比

槵

子

稍

小

言

所

採

於

前

島

余

以

爲

此

□

(

木

偏

に

彎)

可

作

念

珠

、

□

樹

恐

念

珠

之

訛

嘗

聞

物

産

(

木

偏

に

彎)

船

の

輸

す

る

處

な

り

、

但

し

地

は

大

洋

に

瀕

す

、

漁

す

る

處

の

魚

は

鮮

な

り

と

雖

も

、

府

下

の

裏

海

の

美

に

如

か

ず

二

十

五

日

、

早

た

に

並

木

氏

を

辭

し

、

日

置

川

を

渡

り

て

佛

嶺

に

上

る

、

亦

甚

だ

險

峻

な

り

、

婦

人

有

り

役

を

充

つ

、

兩

箱

重

き

十

餘

貫

な

る

を

擔

ぐ

、

健

な

る

こ

と

男

子

に

勝

れ

り

、

三

里

に

し

て

周

參

見

に

抵

る

、

碧

灣

丹

崕

、

ら

す

に

島

嶼

を

以

つ

匝
め

ぐ

て

し

、

舟

舶

其

内

に

る

、

民

戸

五

百

、

郡

官

の

湊
あ

つ

ま

行

署

在

り

、

宰

村

上

某

人

を

し

て

余

を

迎

へ

し

む

、

余

乃

ち

造

り

訪

ふ

、

其

盛

饌

を

廳

上

に

設

け

、

下

吏

交

々

來

り

て

飲

を

勸

む

、

醉

ひ

を

盡

し

て

辭

去

す

、

海

岸

を

渉

る

、

奇

巖

多

し

、

倒

馬

嶺

長

井

阪

を

踰

ゆ

、

日

は

に

逼

る

、

見

老

津

の

漁

家

に

宿

虞

淵

(

黄

昏)

す

、

屋

は

甚

だ

な

り

、

主

從

六

人

纔

か

に

膝

矮

陋

(

狭
い
事)

を

容

る

、

器

皿

は

又

哨

缼

、

寢

食

皆

安

せ

ず

(

小

さ

い

事)

二

十

六

日

、

早

に

發

し

、

山

路

を

經

て

江

住

に

到

る

、

地

士

城

某

迎

へ

て

言

ふ

、

昨

先

生

來

臨

せ

ら

る

ゝ

と

聞

き

、

館

を

掃

つ

て

相

待

て

り

、

何

ぞ

來

り

て

宿

せ

ざ

り

し

と

、

仍

ち

入

つ

て

其

に

憩

ふ

、

堂

宇

は

清

楚

に

て

、

飲

膳

皆

潔

し

、

此

地

は

見

老

津

を

距

る

こ

と

僅

か

に

里

許

り

な

り

、

途

に

晩

れ

て

努

力

せ

ず

し

て

昨

夜

の

煩

寃

を

致

せ

り

、

之

を

悔

ゆ

る

も

及

ぶ

な

し

、

主

人

木

實

を

出

し

て

示

す

、
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名

を

□

樹

と

曰

ふ

、

木

槵

子

に

比

す

れ

ば

稍

小

(

木

偏

に

彎)

家

以

漢

名

鬼

見

愁

物

、

當

之

、

未

知

是

否

其

樹

、

、

灌

木

蔓

生

非

暖

地

不

生

乃

乞

一

掬

寘

旅

装

中

又

聞

紀

中

及

薩

州

有

榕

樹

皆

爲

暖

地

故

也

柳

子

厚

柳

州

二

月

詩

云

、

榕

葉

滿

庭

鶯

亂

啼

、

記

地

異

也

、

乃

知

紀

薩

風

土

、

略

與

西

土

嶺

南

同

、

主

人

請

書

醉

揮

數

紙

、

移

時

、

此

日

好

晴

、

海

面

風

波

不

驚

、

乃

謀

舟

行

、

急

櫓

三

里

、

一

霎

時

達

江

田

、

大

里

正

浦

某

里

正

井

沼

某

出

迎

款

接

、

午

飰

訖

渉

海

岸

、

行

撫

好

景

忽

遇

巨

嵓

數

十

仭

當

途

面

横

、

望

之

疑

無

去

路

、

乃

逼

見

、

巖

根

折

裂

、

冴

然

成

門

、

通

人

馬

往

來

、

過

者

竦

然

、

至

是

、

已

近

三

山

、

爲

境

更

奇

、

前

路

、

、

、

之

勝

可

想

經

二

部

二

色

両

嶺

哺

時

達

串

本

宿

無

量

禪

寺

、

殿

堂

宏

麗

、

不

類

僻

境

、

障

壁

皆

貼

應

擧

蘆

雪

畫

、

人

物

動

植

、

並

皆

生

動

、

、

、

二

人

之

畫

爲

院

體

文

士

所

不

喜

然

寫

生

精

巧

越

見

筆

力

、

非

今

日

所

謂

文

人

畫

所

及

、

寺

僧

供

素

饌

、

頃

日

飽

葷

腥

、

忽

遇

薯

蕷

羹

虎

杖

、

、

、

、

□

等

食

淸

澹

可

膓

庭

間

白

躑

躅

正

開
(

草

冠

に

爼)

此

地

花

候

比

日

高

以

西

更

早

、

比

我

郷

應

在

、

二

十

日

前

な

り

、

言

ふ

前

島

に

て

採

る

所

、

余

以

爲

く

此

念

珠

と

作

す

可

し

、

樹

は

恐

ら

く

念

珠

の

訛

り

□

(

木

偏

に

彎)

な

ら

ん

、

嘗

て

聞

く

の

漢

名

に

鬼

見

愁

を

以

物

産

家

(

生
學
物
者)

て

す

る

者

、

之

に

當

ら

ん

、

未

だ

是

否

を

知

ら

ず

、

此

樹

は

灌

木

蔓

生

し

て

暖

地

に

あ

ら

ず

ん

ば

生

せ

ず

、

乃

ち

一

掬

を

乞

ひ

て

旅

装

の

中

に

寘

く

、

又

聞

く

、

紀

中

及

薩

州

に

榕

樹

有

り

皆

暖

地

た

る

が

故

な

り

、

柳

子

厚

柳

州

二

月

の

詩

に

云

ふ

、

榕

葉

は

庭

に

滿

ち

て

鶯

亂

れ

啼

く

と

、

地

の

異

れ

る

を

記

す

る

な

り

、

乃

ち

知

る

、

紀

藩

の

風

土

は

略

西

土

、

嶺

南

と

同

じ

き

を

、

主

人

書

を

請

ふ

、

醉

ひ

て

數

紙

に

揮

ひ

時

を

移

す

、

此

日

好

晴

に

て

海

面

は

風

波

驚

か

ず

、

乃

ち

舟

行

を

謀

り

、

急

に

櫓

し

て

三

里

、

に

し

て

江

田

に

達

せ

り

、

大

里

正

一

霎

時

(

暫

く

)

浦

某

、

里

正

井

沼

某

出

で

迎

へ

て

欵

接

す

、

午

飰

を

訖

り

海

岸

を

渉

り

て

、

行

く

好

景

を

撫

す

、

く

忽

ち

巨

巖

數

十

仭

當

に

途

に

面

し

て

横

は

る

に

遇

ふ

、

之

を

望

め

ば

去

る

の

路

無

き

か

を

疑

ふ

、

逼

り

見

る

に

及

ん

で

巖

根

折

裂

し

、

冴

然

と

し

て

門

を

成

し

、

人

馬

の

徃

來

を

通

ぜ

り

、

過

ぐ

る

者

は

竦

然

た

り

、

是

に

至

れ

ば

已

に

三

山

に

近

く

、

境

は

更

に

奇

爲

り

、

前

路

の

勝

を

想

ふ

べ

し

、

二

部

二

色

の

両

嶺

を

經

て

、

串

本

に

達

し

、

無

量

哺

時

(

申
の
刻)

禪

寺

に

宿

す

、

殿

堂

宏

麗

に

し

て

、

僻

境

に

類

せ

ず

、

障

壁

に

皆

、

應

擧

蘆

雪

の

畫

を

貼

せ

り

、

人

物

動

植

並

び

に

皆

生

動

す

、

二

人

の

畫

は

院

體

た
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り

、

文

士

の

喜

ば

ざ

る

所

な

り

、

然

も

寫

生

は

精

二

十

七

日

、

早

發

、

過

橋

杭

浦

、

浦

口

奇

巖

羅

、

、

、

、

列

三

十

餘

座

如

瑤

參

如

玉

笏

如

圭

之

植

如

魚

之

立

、

如

冲

霄

之

竹

、

如

書

空

之

筆

不

可

悉

將

、

雖

大

小

長

短

不

同

亦

皆

拔

地

特

立

、

類

西

土

所

云

砥

柱

者

、

土

人

名

此

浦

爲

橋

杭

、

杭

即

柱

所

名

之

意

乃

同

、

外

有

三

島

擁

之

、

布

帆

行

島

巖

之

間

、

布

置

已

妙

、

點

綴

又

工

、

可

謂

天

然

好

畫

圖

矣

、

昨

暮

鯨

魚

入

近

灣

、

漁

夫

發

舸

捕

之

、

余

在

串

本

聞

之

、

欲

來

觀

、

戒

從

者

辨

杖

鞋

、

既

而

聞

鯨

蕩

逸

遁

去

、

乃

止

、

爲

可

恨

也

、

村

吏

來

迎

、

沿

古

座

溪

北

上

、

到

古

田

村

、

入

大

里

正

橋

爪

周

輔

之

宅

、

宅

在

溪

上

、

前

對

一

島

其

上

峭

壁

碧

樹

、

亦

爲

佳

境

、

主

人

延

余

、

堂

宇

翼

然

、

高

出

樹

梢

、

把

盃

酬

酢

於

水

光

山

色

中

、

甚

有

幽

致

、

此

行

來

靑

爲

余

云

古

座

川

之

勝

、

有

九

里

峽

之

上

、

村

上

郡

宰

亦

勸

往

觀

謀

之

主

人

、

主

人

言

、

此

溪

之

勝

以

巨

巖

爲

最

、

相

距

三

里

、

今

日

巳

未

牌

、

請

明

日

爲

先

導

巧

に

越

筆

力

を

見

る

、

今

日

文

人

畫

の

及

ぶ

所

に

、

、

、

あ

ら

ず

寺

僧

を

供

す

頃

日

葷

腥

に

飽

く

素

饌

(

精

進

料

理)

薯

蕷

羹

虎

杖

□

(

い

た

ど

り

の

漬

物

)

の

食

忽

ち

(

と

ろ

ろ

)
(

草

冠

に

俎)

に

遭

ふ

、

淸

澹

に

し

て

膓

に

可

な

り

、

庭

間

の

白

躑

躅

正

に

開

く

、

此

地

の

花

候

は

日

高

以

西

に

比

す

れ

ば

更

に

早

し

、

我

郷

に

比

す

れ

ば

應

に

廿

日

の

前

に

あ

り

二

十

七

日

、

早

に

發

し

て

橋

杭

浦

を

過

ぐ

、

浦

口

瑤

參

に

奇

巖

の

羅

列

す

る

も

の

三

十

餘

座

な

り

、
よ

う

し

ん

の

如

く

、

の

如

く

、

の

如

く

、

魚

玉

笏

圭

の

植

ぎ
よ
く
こ
つ

け
い

の
し
よ
く

の

立

の

如

く

、

の

竹

の

如

く

、

書

空

の

筆

冲

霄

ち
ゆ
う
し
よ
う

し
よ
く
う

の

如

く

將

に

悉

く

す

べ

か

ら

ず

、

大

小

長

短

は

同

じ

か

ら

ず

と

雖

も

、

亦

皆

地

を

抜

き

て

特

立

し

、

西

土

云

ふ

所

の

砥

柱

な

る

者

に

類

す

、

土

人

此

浦

を

名

け

て

橋

杭

と

爲

す

、

杭

は

即

ち

柱

に

し

て

、

、

名

づ

く

る

所

の

意

は

乃

ち

同

じ

、

外

に

三

島

あ

り

て

之

を

擁

す

、

布

帆

は

島

巖

の

間

を

行

く

布

置

已

に

妙

に

點

綴

又

工

み

な

り

、

天

然

の

好

畫

圖

と

や

謂

つ

可

し

、

昨

暮

れ

に

鯨

魚

近

灣

に

入

り

、

漁

夫

舸

を

發

し

て

之

を

捕

へ

ん

と

す

と

、

余

は

串

本

に

在

り

て

之

を

聞

き

、

來

り

觀

ん

と

欲

し

、

從

者

を

戒

め

て

杖

鞋

を

辨

ぜ

り

、

既

に

し

て

鯨

、

蕩

逸

し

て

逃

れ

去

る

と

聞

き

、

乃

ち

止

む

恨

む

可

き

と

爲

す

な

り

、

村

吏

來

り

迎

ふ

、

古

座

溪

に

沿

ひ

て

北

上

し

、

古

田

村

に

到

り

大

里

正

橋

爪

周

輔

の

宅

に
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入

る

、

宅

は

溪

上

に

在

り

、

前

は

一

島

に

對

す

、

二

十

八

日

主

人

命

泛

兩

船

於

前

島

、

與

醫

師

玉

川

龍

藏

導

余

倶

乘

其

一

、

使

從

者

其

一

、

並

遡

洄

而

上

、

溪

流

屈

曲

舟

行

如

窮

而

又

通

、

兩

岸

怪

嵓

奇

峰

交

迭

去

來

、

不

暇

應

接

、

有

山

陰

道

上

之

想

、

主

人

道

世

稱

九

里

峽

之

勝

、

以

其

當

兩

宮

孔

道

也

、

此

溪

之

奇

更

在

九

里

峽

之

上

、

、

、

但

地

甚

偏

僻

無

世

人

過

觀

者

故

其

名

不

甚

顯

、

、

峰

巒

嵓

石

未

有

名

其

有

名

者

亦

土

民

所

慣

呼

不

堪

俚

俗

、

願

先

生

爲

選

佳

名

命

之

余

一

日

游

不

能

悉

其

勝

、

試

取

其

最

可

喜

可

駭

者

擬

議

名

之

、

未

知

當

否

、

曰

少

女

峰

在

南

岸

、

笑

顔

嫣

然

、

有

蹁

躚

飛

舞

之

態

、

謂

昔

十

七

歳

好

女

子

投

身

峰

下

、

因

呼

十

七

嶽

、

甚

不

典

雅

故

改

命

之

曰

鱣

魚

潭

在

北

岸

重

嵓

下

、

水

成

靛

靑

色

、

主

人

道

、

土

人

往

々

網

獲

大

鰻

鱺

、

有

至

長

五

六

尺

重

四

五

貫

者

其

小

者

猶

不

下

三

尺

、

尤

屬

異

聞

故

爲

選

此

名

曰

明

月

巖

在

北

岸

、

水

淸

而

其

上

峭

壁

に

て

碧

樹

あ

り

、

亦

佳

境

爲

り

、

主

人

余

を

延

く

に

堂

宇

は

翼

然

と

し

て

、

高

く

樹

梢

を

出

づ

、

盃

を

把

り

て

水

光

山

色

の

中

に

酬

酢

す

、

甚

だ

幽

致

あ

り

、

此

行

來

靑

余

の

た

め

に

言

ふ

、

古

座

川

の

勝

は

九

里

峽

の

上

に

あ

り

と

、

村

上

郡

宰

も

亦

往

き

て

觀

ん

事

を

勸

む

、

之

を

主

人

に

謀

る

に

、

主

人

言

ふ

、

此

溪

の

勝

は

巨

巖

を

以

て

最

と

な

す

相

距

る

三

里

な

り

今

日

は

已

に

未

牌(

巳

、

、

の

刻)

な

れ

ば

、

請

ふ

明

日

先

導

を

爲

さ

ん

と

二

十

八

日

、

主

人

に

命

じ

て

両

船

を

島

前

に

泛

べ

、

醫

師

玉

川

龍

藏

と

と

も

に

余

を

導

い

て

俱

に

其

一

に

乘

じ

、

從

者

を

し

て

其

一

に

乘

ぜ

し

め

、

並

び

、

、

に

し

て

上

る

溪

流

は

屈

曲

し

溯

廻(

さ

か

の

ぼ

る)

そ

か

い

舟

行

窮

ま

る

が

如

く

に

し

て

又

通

ず

、

両

岸

の

怪

巖

奇

峰

は

交

迭

去

來

し

應

接

に

暇

あ

ら

ず

、

山

陰

道

上

の

想

ひ

あ

り

、

主

人

道

ふ

、

世

に

九

里

峽

の

勝

を

稱

す

る

は

、

其

兩

宮

の

孔

道

に

當

る

を

以

つ

て

な

り

、

此

溪

の

奇

な

る

更

に

九

里

峽

の

上

に

あ

り

、

但

し

地

は

甚

だ

偏

僻

に

て

世

人

の

過

ぎ

て

觀

る

者

無

し

、

故

に

其

名

甚

だ

顯

は

れ

ず

、

峰

巒

巖

石

、

未

だ

名

有

ら

ず

、

其

名

の

有

る

者

も

亦

土

民

の

慣

呼

す

る

所

に

し

て

、

俚

俗

に

堪

へ

ず

、

願

く

ば

先

生

爲

め

に

佳

名

を

選

び

て

之

に

命

ぜ

よ

と

、

余

一

日

の

游

其

勝

を

悉

く

す

能

は

ず

、

試

み

に

其

最

も

喜

ぶ

可

く

駭

く

べ

き

者

を

取

り

擬

議

し

て

之
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に

名

く

、

未

だ

當

否

を

知

ら

ず

、

曰

く

少

女

峰

は

駛

月

落

其

上

、

浮

金

沈

玉

好

游

者

棹

舟

來

、

繞

、

、

、

嵓

留

賞

殆

作

瑤

宮

玉

闕

之

想

故

爲

選

此

名

且

岸

上

之

村

曰

月

瀬

則

此

巖

以

月

得

名

亦

巳

久

矣

、

曰

巨

人

巖

在

南

岸

嵬

峨

如

人

着

冠

冕

立

、

故

選

此

名

、

曰

玉

筍

峰

、

在

北

岸

、

拔

地

特

立

數

十

仭

碧

尖

指

天

、

舊

名

飯

盛

、

不

甚

相

肖

、

故

改

命

之

、

過

立

合

村

則

爲

藍

瀬

村

、

巨

嵓

所

在

、

望

見

漁

夫

棹

過

嵓

下

舟

芥

、

人

如

豆

視
視

嵓

大

可

知

、

及

逼

如

對

丘

山

、

使

人

駭

極

、

視

植

其

高

廣

謂

二

百

仭

、

横

三

百

歩

、

周

廻

里

許

村

氏

本

朝

奇

跡

談

以

爲

高

七

十

五

間

廣

二

百

六

十

間

餘

小

原

氏

桃

洞

遺

筆

以

爲

高

百

十

間

廣

二

百

四

十

間

二

書

有

異

同

如

此

奇

跡

談

高

字

下

恐

、

一

嵓

之

高

且

大

如

此

脱

百

字

今

姑

從

土

人

之

説

左

平

所

未

嘗

見

聞

、

享

保

中

植

村

某

等

奉

臺

命

次

採

藥

諸

州

、

見

此

嵓

、

謂

爲

海

内

第

一

大

石

想

應

然

巖

然

舊

無

名

、

但

稱

一

枚

石

耳

、

余

爲

選

其

名

、

曰

齊

雲

巖

巖

紫

赤

色

又

撰

其

一

名

曰

賽

赤

壁

但

蘇

賦

謂

齗

岸

千

尺

、

則

知

赤

壁

非

一

全

石

、

應

讓

此

巖

之

奇

也

對

岸

有

一

高

峰

、

松

杉

被

巓

成

雨

點

皴

、

似

大

米

畫

法

、

欲

名

之

曰

滴

翠

峯

可

歟

、

停

舟

巖

下

酌

酒

於

碧

嵐

之

間

、

左

右

顧

眄

晷

移

數

刻

乃

命

歸

棹

順

流

而

下

一

瞬

三

里

、

日

未

没

、

抵

主

人

宅

前

、

廻

舟

繞

嶋

、

嶋

北

巖

樹

深

邃

、

淸

瀬

有

聲

主

人

自

言

遇

盛

署

、

、

、

、

南

岸

に

在

り

笑

顔

嫣

然

蹁

躚

飛

舞

の

態

あ

り

へ

ん

せ

ん

謂

ふ

昔

十

七

歳

の

好

女

子

身

を

峯

下

に

投

ず

、

因

り

て

十

七

嶽

と

呼

ぶ

と

甚

だ

典

雅

な

ら

ず

、

故

に

改

め

て

之

に

命

じ

て

云

ふ

、

曰

く

鱣

魚

潭

、

北

岸

重

巖

の

下

に

在

り

、

水

は

靛

靑

色

を

成

す

、

(

藍

色)

て

ん

主

人

道

ふ

、

土

人

往

々

大

鰻

鱺

を

網

獲

す

、

長

五

六

尺

、

重

さ

五

六

貫

に

至

る

者

あ

り

、

其

小

な

る

者

も

猶

三

尺

を

下

ら

ず

、

尤

も

異

聞

に

属

す

と

、

故

に

此

名

を

選

し

爲

り

、

曰

く

明

月

巖

、

北

岸

に

在

り

、

水

淸

し

て

日

其

上

に

落

ち

て

駈

る

、

金

を

浮

べ

、

玉

を

沈

む

游

を

好

む

者

は

舟

に

棹

し

て

來

り

、

巖

を

繞

つ

て

留

つ

て

賞

し

、

殆

ん

ど

瑤

宮

月

闕

の

想

を

作

す

と

、

故

に

此

名

を

選

し

爲

り

、

且

岸

上

の

村

を

月

の

瀬

と

曰

ふ

、

則

此

巖

の

月

を

以

つ

て

名

を

得

る

、

亦

己

に

久

し

、

曰

く

巨

人

巖

、

南

岸

に

在

り

、

嵬

峨

と

し

て

冠

冕

を

着

け

て

立

つ

が

如

し

、

故

に

其

名

を

選

し

爲

り

、

曰

く

玉

筍

峰

、

北

岸

に

在

り

、

地

を

拔

い

て

特

立

す

る

こ

と

數

十

仞

、

碧

光

天

を

指

す

、

も

と

飯

盛

と

名

づ

く

、

甚

だ

相

肖

ず

、

故

に

改

め

て

之

を

命

ず

立

合

村

を

過

ぐ

れ

ば

、

即

ち

藍

瀬

村

爲

り

、

巨

巖

の

在

る

所

な

り

、

漁

夫

の

棹

し

て

巖

下

を

過

ぐ

る

を

望

み

見

れ

ば

、

舟

を

る

に

芥

の

如

く

、

人

を

る

に

豆

の

視
視

如

し

、

巖

の

大

な

る

知

る

可

し

、

逼

り

る

に

及

視

ん

で

丘

山

に

對

す

る

が

如

く

、

人

を

し

て

駭

き

極

ら

し

む

、

其

高

廣

を

問

へ

ば

、

謂

ふ

高

さ

二

百

仞

、
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横

は

三

百

歩

、

周

道

は

里

許

、

(

植

村

氏

の

本

朝

奇

坐

舟

午

睡

於

其

下

快

甚

、

余

欲

名

之

曰

淸

暑

島

可

歟

、

酈

道

元

有

云

、

石

溜

湍

波

浮

響

無

輟

、

山

水

之

趣

、

尤

深

人

情

、

是

爲

信

安

溪

水

言

、

余

於

此

溪

亦

云

余

發

紀

府

以

來

、

沿

路

川

流

見

、

、

、

鈞

香

魚

者

其

大

不

過

二

三

寸

今

日

游

此

溪

見

香

魚

上

瀬

、

有

長

六

七

寸

者

、

主

人

網

獲

數

尾

、

製

爲

鮓

以

侑

飲

、

味

濃

厚

、

如

我

州

五

六

月

間

所

食

、

極

暖

之

地

、

魚

亦

早

長

成

歟

跡

談

に

は

以

つ

て

高

さ

七

十

五

間

、

廣

さ

二

百

六

十

間

餘

と

爲

し

、

小

原

氏

の

桃

洞

遺

筆

に

は

以

つ

て

高

さ

百

十

間

、

廣

さ

二

百

四

十

間

と

爲

す

、

二

書

の

異

同

有

る

此

の

如

し

、

奇

跡

談

は

高

字

の

下

、

恐

ら

く

は

百

の

字

を

脱

せ

る

な

ら

ん

、

余

姑

ら

く

土

人

の

説

に

從

ふ)

一

巖

の

高

さ

の

且

大

此

の

如

き

は

、

未

だ

嘗

て

見

聞

せ

ざ

る

所

な

り

、

享

保

中

、

植

村

某

等

臺

命

を

奉

じ

て

、

薬

を

諸

州

に

採

る

、

此

巖

を

見

、

謂

つ

て

海

内

第

一

の

大

石

と

爲

す

、

想

ふ

に

應

さ

に

然

る

べ

し

、

巖

は

も

と

名

な

し

、

但

一

枚

石

と

稱

す

る

の

み

、

余

爲

に

其

名

を

撰

び

て

齊

雲

巖

と

曰

ふ

、

は

巖

紫

赤

色

な

り

、

又

其

れ

に

一

名

を

撰

び

て

賽

赤

壁

と

曰

ふ

、

但

し

蘇

賦

に

斷

岸

千

尺

と

謂

ふ

あ

り

、

則

ち

知

る

、

赤

壁

は

一

全

石

に

あ

ら

ず

、

應

さ

に

此

巖

の

奇

に

讓

る

べ

き

な

り

、

岸

に

對

し

て

一

高

峯

あ

り

、

松

杉

を

巓

に

被

つ

て

、

雨

點

皴

を

成

す

、

大

米

の

畫

法

に

似

た

り

、

之

に

名

け

て

滴

翠

峰

曰

は

ん

と

欲

す

可

な

ら

ん

か

、

舟

を

巖

下

に

停

め

て

、

酒

を

碧

嵐

の

間

に

酌

み

、

左

右

を

顧

眄

す

、

晷

移

る

數

刻

乃

ち

命

じ

て

棹

を

歸

し

、

流

れ

に

順

ふ

て

下

る

、

一

瞬

三

里

、

日

は

未

だ

没

せ

ざ

る

に

、

主

人

の

宅

前

に

抵

る

、

舟

を

廻

ら

し

て

島

を

繞

る

、

島

北

は

巖

樹

深

邃

、

淸

瀬

に

聲

有

り

、

主

人

自

ら

言

ふ

淸

暑

に

遭

へ

ば

、

舟

に

坐

し

て

其

下

に

午

睡

す

、

快

甚

し

と

、

余

之

に

名

け

て

淸

暑

島

と

曰

は

ん

と

欲

す

可

な

ら

ん

か

、
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酈

元

道

の

云

へ

る

有

り

、

石

溜

湍

波

、

浮

響

輟

む

二

十

九

日

辞

橋

爪

氏

、

玉

川

生

携

行

厨

、

送

到

浦

神

村

雨

甚

、

午

憩

於

里

正

家

、

一

醉

告

別

、

僦

舟

渡

裏

海

中

途

風

烈

不

可

舟

、

至

下

里

村

上

岸

、

陸

行

經

湯

川

天

滿

等

處

、

昏

黒

達

那

智

山

投

宿

實

法

院

、

夜

聞

有

聳

殷

々

震

空

中

、

葢

瀑

聲

也

、

余

聞

那

瀑

之

勝

久

矣

私

謂

、

明

日

得

目

撃

應

慰

平

生

之

想

、

意

興

勃

然

、

喜

而

不

寐

三

十

日

快

睛

、

早

起

掲

簾

、

瀑

布

在

前

心

目

俱

醒

、

相

距

八

町

、

自

腰

以

下

、

蔽

林

麓

、

有

神

龍

見

首

不

見

尾

之

致

、

紀

國

一

位

、

老

候

嘗

來

遊

宿

此

院

親

書

天

奇

地

靈

四

大

字

、

賜

於

院

主

無

く

、

山

の

水

趣

き

、

尤

も

人

情

に

深

し

と

、

是

は

信

安

の

溪

水

の

爲

め

に

言

へ

る

も

、

余

は

此

溪

に

於

て

亦

云

ふ

、

余

は

紀

府

を

發

し

て

よ

り

以

來

沿

路

の

川

流

、

香

魚

を

釣

る

者

を

見

る

に

其

大

さ

二

三

寸

に

過

ぎ

ず

、

今

日

此

溪

に

遊

び

て

、

香

魚

の

瀬

を

上

る

を

見

る

に

、

長

さ

六

七

寸

な

る

者

有

り

、

主

人

數

尾

を

網

獲

し

、

製

し

て

鮓

と

爲

し

て

、

以

て

飲

を

侑

む

、

味

は

濃

厚

に

し

て

我

が

州

五

六

月

の

間

、

食

ふ

所

の

如

し

、

極

暖

の

地

、

魚

も

亦

早

く

長

成

す

る

か

二

十

九

日

橋

爪

氏

を

辭

す

玉

川

生

携

行

厨(

辨

當)

、

か

う

ち

う

を

携

へ

、

送

り

て

浦

神

村

に

到

る

、

雨

甚

し

午

、

里

正

の

家

に

憩

ふ

、

一

醉

し

て

別

れ

を

告

げ

、

舟

を

僦

ひ

、

を

渡

る

、

中

途

に

し

て

風

烈

裏

海(

内

海)

り

か

い

し

く

舟

す

べ

か

ら

ず

、

下

里

村

に

至

り

て

岸

に

上

る

、

陸

行

し

て

湯

川

天

滿

等

の

處

を

經

て

、

昏

黒

那

智

山

に

達

し

て

實

法

院

に

投

宿

す

、

夜

聲

あ

り

、

殷

々

と

し

て

空

中

に

震

ふ

を

聞

く

、

蓋

し

瀑

聲

な

り

、

余

那

瀑

の

勝

を

聞

く

事

久

し

、

私

に

お

も

ふ

、

明

旦

目

撃

す

る

を

得

て

、

應

に

平

生

の

想

を

慰

む

、

意

興

勃

然

、

喜

び

て

寢

れ

ず

三

十

日

、

快

晴

、

早

く

起

き

て

簾

を

掲

ぐ

れ

ば

瀑

布

は

前

に

在

り

、

心

目

俱

に

醒

む

、

猶

相

距

る

事

八

丁

、

腰

よ

り

以

下

は

林

麓

に

蔽

は

れ

、

神

龍

の



- 21 -

首

を

見

は

し

て

尾

を

見

ざ

る

の

致

あ

り

、

紀

國

一

院

主

裝

飾

爲

扁

、

掲

於

正

殿

楯

上

、

朝

餐

訖

辞

院

、

屈

曲

下

阪

到

瀑

下

、

坐

亭

仰

觀

瀑

之

全

身

盡

露

如

白

龍

之

倒

垂

到

地

、

下

遇

巉

嵓

輙

怒

雷

鳴

、

飛

沫

霏

散

、

至

四

五

十

歩

外

人

衣

盡

濕

其

壯

其

快

、

更

勝

素

聞

、

但

其

下

深

潭

絶

谷

、

不

可

逼

、

見

土

人

説

、

瀑

長

百

四

十

仭

、

其

頂

視

徑

八

仭

、

脚

下

怒

張

有

十

五

六

仭

之

廣

、

其

底

成

潭

、

可

廻

千

斛

船

云

、

天

下

談

瀑

布

者

、

先

屈

指

於

此

不

亦

宜

乎

、

左

折

攀

阪

到

大

悲

閣

、

如

意

輪

觀

音

像

在

焉

、

西

國

三

十

三

所

觀

音

、、

以

此

寺

爲

第

一

紀

三

井

寺

居

第

二

適

大

士

啓

龕

香

客

駢

至

、

讃

唱

之

聲

不

斷

、

其

上

有

那

智

廟

熊

野

三

山

之

一

也

、

與

本

新

二

宮

同

祀

天

七

地

五

之

神

、

瞻

拜

而

去

、

上

大

雲

鳥

阪

、

號

爲

熊

中

絶

險

、

余

憫

驛

夫

之

勞

、

捨

輿

歩

行

回

顧

瀑

布

、

爲

一

匹

飛

練

搖

曳

雲

際

而

下

、

亦

爲

一

奇

觀

、

己

而

重

巒

層

巘

不

見

影

、

抵

嶺

忽

轄

然

㬢

望

雲

帆

於

洋

中

曰

舟

見

嶺

山

上

有

山

升

而

復

下

四

里

抵

小

口

村

、

日

已

斜

宿

逆

旅

位

の

老

候

嘗

て

來

て

遊

び

、

此

院

に

宿

つ

て

、

親

し

く

天

奇

地

靈

の

四

大

字

を

書

し

て

院

主

に

賜

ふ

、

院

主

裝

飾

し

て

扁

を

爲

し

、

正

殿

の

楣

上

に

掲

ぐ

、

朝

餐

を

訖

り

て

院

を

辭

し

、

屈

曲

し

て

阪

を

下

つ

て

瀑

下

に

到

る

、

亭

に

坐

し

て

仰

ぎ

觀

れ

ば

、

瀑

の

全

身

盡

く

露

る

、

白

龍

の

倒

垂

し

て

地

に

到

る

が

如

く

、

下

つ

て

巉

巖

に

遇

ひ

、

輙

ち

怒

つ

て

雷

鳴

し

、

飛

沫

霏

散

し

て

、

四

五

十

歩

の

外

に

至

り

、

人

衣

盡

く

濕

ふ

、

其

壯

に

し

て

其

快

な

る

更

に

素

聞

に

勝

れ

り

、

但

其

下

は

深

潭

絶

谷

に

し

て

、

逼

り

る

べ

か

ら

ず

、

土

人

の

説

を

き

く

に

瀑

の

長

視

さ

百

四

十

仭

其

頂

き

徑

八

仭

、

脚

下

怒

張

し

て

十

五

六

仭

の

廣

さ

あ

り

と

、

其

底

は

潭

を

成

し

、

千

斛

船

を

廻

す

可

し

と

云

ふ

、

天

下

の

瀑

布

を

談

る

者

は

、

先

づ

指

を

此

に

屈

す

亦

宜

な

ら

ず

や

、

左

折

し

て

阪

を

攀

ぢ

、

大

悲

閣

に

至

る

、

如

意

輪

觀

音

の

像

在

り

、

西

國

三

十

三

所

の

觀

音

は

此

寺

を

以

て

第

一

と

爲

し

紀

三

井

寺

第

二

に

居

る

適(

た

、

、

ま

)

大

士

龕

を

啓

く

、

香

客

駢

び

至

り

、

讃

唱

く
の

聲

斷

へ

ず

、

其

上

に

那

智

廟

あ

り

、

熊

野

三

山

の

一

な

り

、

本

新

二

宮

と

同

じ

く

、

天

七

地

五

の

神

を

祀

れ

り

、

瞻

拜

し

て

去

る

、

大

雲

取

阪

を

上

せ

ん

る

、

號

し

て

熊

中

の

絶

險

と

爲

す

、

余

驛

夫

の

勞

を

憫

れ

み

、

輿

を

捨

て

ゝ

歩

行

す

、

瀑

布

を

回

顧

す

れ

ば

一

匹

の

飛

練

と

爲

り

、

雲

際

に

搖

曳

し

て

下

る

、

亦

一

奇

觀

と

爲

す

、

巳

に

し

て

重

巒

層

巘

、
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を

見

ず

、

嶺

に

抵

れ

ば

忽

ち

轄

然

と

し

㬢

影(

日

光)

き

え

い

閏

月

朔

早

發

、

歩

踰

小

雲

鳥

阪

、

險

峻

不

讓

大

雲

鳥

詰

曲

而

上

、

朝

霧

始

霽

余

已

行

出

木

末

、

回

顧

僕

從

猶

在

水

濱

、

宛

然

身

在

老

杜

詩

中

、

三

里

抵

筌

川

本

宮

神

官

竹

坊

大

内

藏

使

其

代

官

來

迎

、

半

里

抵

本

宮

入

憩

於

竹

坊

氏

主

人

迎

接

伊

右

酒

食

之

饗

、

大

里

正

岩

崎

某

來

謁

、

前

導

衛

門

半

里

餘

、

至

湯

峰

投

宿

旅

店

、

日

猶

高

、

往

坐

溫

湯

、

湯

槽

數

所

、

有

稱

小

栗

湯

者

鎖

戸

不

許

闌

入

、

里

正

持

鑰

啓

之

、

使

一

行

人

入

浴

焉

湯

自

山

上

來

甚

熱

、

可

熟

穀

米

菜

蔬

傍

有

冷

泉

引

而

和

之

以

筧

相

承

、

漉

作

飛

泉

落

槽

中

、

潟

頂

顖

拍

肩

背

、

痛

快

巳

甚

、

余

連

日

蹩

躄

險

路

甚

疲

、

半

日

之

浴

肢

體

乃

覺

輕

便

、

醉

後

就

枕

、

一

睡

到

暁

二

日

早

辞

湯

峰

、

至

本

宮

入

拜

諸

神

廟

、

々

宇

て

雲

帆

を

洋

中

に

望

む

、

舟

見

山

と

曰

ふ

山

上

に

山

あ

り

、

升

り

て

復

下

る

、

四

里

に

し

て

小

口

村

に

抵

る

、

日

已

に

斜

な

り

、

逆

社

に

宿

す

閏

月

朔

、

早

に

發

し

、

歩

し

て

小

雲

鳥

阪

を

踰

ゆ

、

險

峻

な

る

こ

と

大

雲

鳥

に

讓

ら

ず

、

詰

曲

し

て

上

る

、

朝

露

始

め

て

霽

る

、

余

已

に

行

き

て

木

未

を

出

で

、

僕

從

を

回

顧

す

る

に

、

猶

水

濱

に

在

り

、

宛

然

と

し

て

身

は

老

杜

の

詩

中

に

あ

り

、

三

里

に

し

て

筌

川

に

抵

る

、

本

宮

の

神

官

竹

坊

大

内

藏

、

某

代

官

を

し

て

來

り

迎

へ

し

む

、

半

里

に

し

て

本

宮

に

抵

り

、

入

り

て

竹

坊

氏

に

憩

ふ

、

主

人

迎

接

し

て

酒

食

の

饗

有

り

、

大

里

正

岩

崎

某

來

り

謁

す

、

前

導

半

里

餘

に

し

て

湯

之

峰

に

至

り

、

旅

店

に

投

宿

す

、

日

猶

高

し

、

往

い

て

温

湯

に

坐

す

、

湯

槽

數

所

、

小

栗

湯

の

稱

あ

る

も

の

戸

を

鎖

し

て

闌

に

入

る

を

許

さ

ず

、

里

正

鑰

を

持

つ

て

之

を

啓

き

、

一

行

の

人

を

し

て

入

浴

せ

し

む

、

湯

は

山

上

よ

り

來

る

、

甚

だ

熱

く

、

穀

米

菜

蔬

を

熟

す

可

し

、

傍

ら

に

冷

泉

有

り

引

い

て

之

に

和

す

、

筧

を

以

て

相

頂

顖

承

け

、

漉

い

で

飛

泉

を

作

し

槽

中

に

落

つ

、
ち

よ

う

し

ん

(
あ

た

ま)

を

潟

ぎ

背

肩

を

拍

つ

、

痛

快

巳

甚

し

、

余

連

日

險

路

を

(

め

ぐ

り

あ

る

く

)

し

て

甚

だ

疲

蹩

躄

へ
つ
さ
つ

る

、

半

日

の

浴

、

肢

體

乃

ち

輕

便

な

る

を

覺

ゆ

、

醉

後

枕

に

就

き

、

一

睡

暁

に

到

る
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二

日

早

に

湯

の

峰

を

辭

し

、

本

宮

に

至

り

、

入

り

壯

麗

三

山

有

廟

、

以

本

宮

爲

始

、

新

宮

次

之

、

那

智

又

次

之

所

祀

皆

同

、

竊

以

爲

諸

神

中

葢

以

諾

册

二

尊

爲

主

以

其

垂

跡

於

紀

國

也

、

其

他

天

地

諸

尊

並

爲

客

位

如

速

玉

男

事

解

男

、

軻

愚

突

智

命

、

並

爲

陪

坐

耳

乃

謀

買

舟

、

下

熊

野

川

、

解

纜

巴

潭

、

湍

激

流

駛

兩

岸

怪

巖

錯

出

有

一

巖

似

佛

軀

者

、

立

於

西

岸

問

之

、

舟

人

曰

、

此

爲

浮

屠

巖

石

之

皺

、

皆

大

小

斧

劈

、

忽

有

攅

峰

駢

立

於

東

岸

、

獨

成

作

荷

葉

皴

、

淸

峭

可

喜

、

間

之

、

曰

橦

木

山

、

山

下

出

一

大

石

、

成

巻

軸

之

狀

、

曰

絹

巻

、

但

舟

行

迅

疾

、

不

得

詳

玩

至

河

合

村

、

一

水

北

來

、

曰

北

山

川

、

兩

川

相

合

、

流

益

鉅

、

右

顧

見

一

大

石

、

如

僧

人

端

坐

、

面

目

悉

俱

、

曰

達

磨

巖

、

過

萬

歳

谷

、

老

杉

森

、

、

、

、

列

杉

盡

處

得

一

飛

泉

如

長

紳

垂

下

曳

布

瀑

其

南

有

兩

級

泉

、

曰

葵

瀑

並

在

西

岸

、

對

崕

有

三

級

泉

曰

三

重

瀑

、

三

瀑

相

望

淸

人

心

目

、

又

其

南

一

大

巖

立

於

西

崕

曰

爐

巖

、

巖

上

有

一

石

頭

張

脚

斂

、

有

両

石

尖

長

相

對

而

立

、

土

俗

所

、

、

、

云

庖

丁

石

肉

筋

石

者

也

又

有

魚

板

石

骨

石

、

、

、

、

肝

石

並

形

似

名

名

己

俗

形

亦

不

甚

相

類

、

、

魚

板

之

側

有

一

巨

石

曰

鐘

巖

又

未

得

其

形

容

峽

中

之

勝

、

雖

名

於

世

、

而

地

險

遠

唯

有

香

客

經

過

、

少

士

人

游

渉

者

、

土

民

以

賃

目

雇

口

、

妄

下

標

目

、

汚

衊

泉

石

、

爲

可

惜

焉

、

在

舟

中

擧

盃

於

山

色

灘

聲

間

、

右

眄

左

顧

、

欖

奇

領

勝

行

大

李

將

軍

圖

中

、

過

川

井

村

則

山

舒

水

緩

、

て

諸

神

の

廟

を

拜

す

、

廟

宇

は

宏

麗

な

り

、

三

山

に

廟

あ

り

、

本

宮

を

以

て

始

と

爲

し

新

宮

之

に

次

ぎ

、

那

智

又

之

に

次

ぐ

祀

る

所

は

皆

同

じ

、

竊

か

に

お

も

へ

ら

く

諸

神

の

中

蓋

し

諾

册

二

尊

を

以

て

主

と

爲

す

其

紀

國

に

埀

跡

す

る

を

以

て

也

、

其

他

の

天

地

諸

尊

は

並

び

に

客

位

爲

り

、

速

玉

男

事

解

男

、

軻

愚

突

智

の

諸

の

命

の

如

き

は

並

び

に

陪

坐

爲

る

耳

と

、

乃

ち

謀

り

て

舟

を

買

ひ

、

熊

野

川

を

、

、

、

下

る

纜

を

に

解

く

湍

激

し

流

れ

る

巴

潭

駛

と

も

ゑ

が

ふ

ち

は

し

兩

岸

の

怪

巖

錯

出

し

て

、

一

巖

の

佛

軀

に

似

た

る

者

有

り

、

西

岸

に

立

て

り

、

之

を

問

へ

ば

舟

人

曰

く

、

此

浮

屠

巖

爲

り

と

、

此

間

巖

石

の

皺

、

皆

大

小

の

斧

劈

な

り

、

忽

ち

攅

峰

の

東

岸

に

駢

立

す

る

有

り

、

獨

り

、

荷

葉

皺

を

な

し

淸

峭

喜

ぶ

可

し

、

之

を

問

へ

ば

山

と

曰

ふ

、

山

下

一

大

石

を

出

橦

木

し
ゆ
も
く

す

、

巻

軸

の

狀

を

成

す

、

絹

巻

と

曰

ふ

、

但

し

舟

行

迅

疾

に

し

て

、

詳

玩

す

る

を

得

ず

、

河

合

村

に

至

れ

ば

、

一

水

北

よ

り

來

る

北

山

川

と

曰

ふ

、

兩

川

相

合

し

て

流

れ

ひ

な

り

、

右

顧

一

大

石

益

々

鉅

ま
す
ま
す
お
ほ

を

見

る

、

僧

人

の

端

坐

す

る

が

如

し

面

目

悉

く

俱

は

る

達

磨

巖

と

曰

ふ

、

萬

歳

谷

を

過

ぐ

れ

ば

老

杉

森

列

し

、

杉

の

盡

く

る

處

一

飛

泉

を

得

、

の

長

紳

ち
よ
う
し
ん

垂

下

す

る

が

如

し

、

曳

布

瀑

と

曰

ふ

、

其

南

に

兩

級

の

泉

あ

り

、

葵

の

瀑

と

曰

ふ

、

並

び

に

西

岸

に

在

り

對

崕

に

三

級

の

泉

有

り

、

三

重

の

瀑

と

曰

ふ

、

三

瀑

相

望

め

ば

人

の

心

目

を

淸

く

す

、

又

其

南

に
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一

大

巖

西

崕

に

立

て

り

と

曰

ふ

、

巖

上

に

一

爐

巖

ふ
い
ご
い
わ

爲

郭

熙

平

遠

圖

望

新

宮

城

於

雲

間

、

其

下

帆

檣

、

、

、

林

立

須

叟

抵

津

口

從

巴

潭

至

此

九

里

八

町

、

、

、

不

半

日

而

達

焉

上

岸

日

纔

過

午

飯

於

逆

旅

往

神

廟

壯

麗

不

讓

本

宮

、

出

門

左

右

數

折

、

謁

渉

街

里

城

廓

間

里

許

、

詣

飛

鳥

宮

、

宮

中

有

一

小

祠

、

祀

徐

福

宮

東

南

田

畝

間

有

一

碑

、

鐫

秦

徐

福

墓

四

大

字

、

蓋

近

世

所

建

古

來

談

者

以

熊

野

三

山

爲

蓬

萊

三

山

、

遂

至

築

徐

福

歟

、

但

海

内

稱

蓬

萊

者

非

一

、

富

士

熱

田

嚴

島

併

熊

野

爲

四

所

、

就

中

熊

野

較

爲

有

據

案

元

呉

萊

有

聽

客

話

熊

野

徐

市

廟

七

言

古

詩

、

其

首

云

、

大

瀛

海

岸

古

紀

州

、

山

石

萬

仭

挿

海

流

、

徐

市

求

仙

乃

、

、

得

死

紫

芝

老

盡

令

人

愁

見

淵

顚

集

我

明

徳

中

僧

絶

海

入

明

謁

大

問

以

徐

福

事

、

海

對

以

詩

祖

曰

『

熊

野

峰

前

徐

福

祠

滿

山

藥

草

雨

餘

肥

、

祇

今

海

上

波

濤

穏

、

萬

里

好

風

須

早

歸

、

大

賜

祖

和

』

云

々

見

蕉

堅

稿

據

此

則

徐

福

有

祠

亦

己

久

矣

石

有

り

、

頭

張

り

脚

歛

ま

る

、

両

石

あ

り

尖

長

相

對

し

て

立

つ

、

土

俗

云

ふ

所

、

庖

丁

石

肉

筋

石

な

る

者

な

り

、

又

魚

板

石

、

骨

石

、

肝

石

在

り

、

並

び

に

形

の

似

た

る

を

以

て

名

く

、

名

已

に

俗

な

り

、

形

も

亦

甚

だ

相

類

せ

す

、

魚

板

の

側

に

一

巨

石

有

り

、

鐘

巖

と

曰

ふ

、

又

未

だ

其

形

容

を

得

ず

、

峽

中

の

勝

は

世

に

名

あ

り

と

雖

も

、

而

も

地

は

險

遠

に

し

て

唯

香

客

の

徑

過

す

る

有

る

も

、

士

人

の

游

渉

す

る

者

少

な

し

、

土

民

は

賃

目

雇

口(

道

案

内

を

、

、

生

計

と

な

す

も

の)

を

以

て

妄

り

に

標

目

を

下

し

泉

石

を

汚

衊

す

る

は

惜

む

可

し

と

爲

す

、

舟

中

に

在

り

て

、

盃

を

山

色

灘

聲

の

間

に

擧

げ

、

右

眄

左

顧

、

奇

を

攬

り

勝

を

頌

し

、

大

李

將

軍

の

圖

中

を

行

く

、

川

井

村

を

過

ぐ

れ

ば

則

ち

山

舒

く

水

緩

か

に

し

て

郭

熙

の

平

遠

圖

を

爲

す

、

新

宮

城

を

雲

間

に

望

む

、

其

下

帆

檣

林

立

す

、

須

叟

に

し

て

津

口

に

抵

る

、

巴

潭

よ

り

、

此

に

至

る

九

里

八

丁

半

日

な

ら

ざ

る

に

達

せ

り

、

岸

に

上

れ

ば

日

纔

か

に

午

を

過

ぐ

、

逆

旅

に

飲

し

、

往

い

て

神

廟

に

謁

す

、

壯

麗

な

る

こ

と

本

宮

に

讓

ら

ず

、

門

を

出

で

ゝ

左

右

數

折

、

街

里

城

郭

の

間

を

渉

る

こ

と

里

許

り

、

飛

鳥

の

宮

に

詣

づ

、

宮

中

に

一

小

祠

有

り

、

徐

福

を

祀

る

、

宮

の

東

南

田

畝

の

間

に

一

碑

有

り

、

秦

徐

福

墓

の

四

大

字

を

鐫

る

、

蓋

し

近

世

建

つ

る

所

、

古

來

談

ず

る

者

熊

野

三

山

を

以

て

蓬

萊

三

山

と

爲

す

、

遂

に

徐

福

を

築

く

に

至

る

か

、

但

し

海

内

蓬
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萊

と

稱

す

る

者

一

に

非

ず

、

富

士

、

熱

田

、

嚴

島

三

日

早

渡

津

五

里

餘

抵

有

馬

村

、

遇

一

層

嵓

、

高

十

數

丈

、

循

巖

而

行

得

一

華

表

而

入

、

有

石

遮

欄

、

爲

伊

弉

册

尊

陵

、

號

曰

花

窟

、

其

前

有

軻

愚

突

智

命

墓

、

曰

王

子

窟

、

案

日

本

書

記

謂

册

尊

生

火

神

軻

愚

突

智

命

被

灼

而

崩

、

葬

於

紀

伊

國

熊

野

有

馬

村

土

俗

歳

時

以

花

祭

、

此

其

所

以

號

花

窟

也

、

窟

在

嵓

根

、

巖

面

髑

髏

作

皴

、

其

巓

成

奇

狀

、

如

怒

猊

掀

吻

、

其

東

側

面

、

石

韋

被

之

翠

蒨

可

愛

、

葢

大

古

諸

尊

皆

住

天

上

、

至

諾

册

二

尊

、

生

國

土

、

遂

降

居

焉

、

人

間

有

陵

墓

、

實

以

此

爲

始

、

萬

古

遺

跡

如

神

在

、

粛

然

致

敬

而

去

此

間

地

勢

陡

入

洋

、

海

髙

浪

蹴

沙

と

熊

野

を

併

せ

て

四

所

と

爲

す

、

就

中

、

熊

野

は

較

據

る

と

こ

ろ

有

り

と

爲

す

、

案

ず

る

に

元

の

呉

萊

に

客

の

熊

野

徐

市

廟

を

話

す

を

聽

く

の

七

言

古

詩

あ

り

、

其

首

め

に

云

ふ

、

大

瀛

海

岸

古

紀

州

、

山

石

萬

仭

海

流

を

挿

む

、

徐

市

仙

を

求

め

て

乃

死

を

得

、

紫

芝

老

い

て

盡

き

人

を

し

て

愁

ひ

し

む

と

淵

顚

集

に

見

ゆ

、

我

が

明

徳

の

中

、

僧

絶

海

明

に

入

り

、

大

に

謁

す

、

大

問

ふ

に

、

徐

福

の

事

祖
祖

を

以

て

す

、

海

、

對

ふ

る

に

詩

を

以

つ

て

し

て

曰

く

、

熊

野

峯

前

徐

福

の

祠

、

滿

山

藥

草

雨

餘

に

肥

ゆ

、

祇

今

海

上

波

濤

穏

か

な

り

萬

里

好

風

須

ら

く

早

歸

る

べ

し

、

大

和

を

賜

ふ

云

々

と

、

焦

堅

稿

祖

に

見

ゆ

、

此

れ

に

據

れ

ば

則

ち

徐

福

の

祠

あ

る

亦

已

に

久

し

三

日

早

に

津

を

渡

り

、

五

里

に

し

て

有

馬

村

に

抵

る

、

一

層

巌

遇

ふ

、

高

さ

數

十

丈

、

巌

に

循

い

て

行

き

、

一

華

表

を

得

て

入

る

、

石

遮

欄

有

り

伊

弉

册

尊

の

陵

と

爲

す

號

し

て

花

の

窟

と

曰

ふ

、

其

前

に

軻

愚

突

智

命

の

墓

有

り

、

王

子

窟

と

曰

ふ

、

案

ず

る

に

日

本

書

記

に

謂

ふ

、

册

尊

火

の

神

軻

愚

突

命

を

生

み

、

灼

か

れ

て

崩

ず

、

紀

伊

國

熊

野

有

馬

村

に

葬

る

と

、

土

俗

祭

時

花

を

以

て

祭

る

、

此

れ

花

の

窟

と

號

す

る

所

以

也

、

窟

は

岩

根

に

在

り

、

巌

面

髑

髏

皺

を

作

す

、

其

巓

き

は

奇

狀

を

成

し

、

怒

猊

の

吻

を

掀

ぐ

る

が

如

し

、

其

東

の

側

面

は

石
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韋

之

れ

に

被

り

、

翠

蒨

愛

す

可

し

、

葢

し

大

古

の

諸

尊

は

皆

天

上

に

住

す

、

諾

册

二

尊

に

至

り

て

國

土

澨

至

過

者

往

々

爲

浪

所

巻

去

云

、

數

町

爲

木

本

驛

、

驛

吏

迎

入

其

家

午

飰

焉

、

晩

宿

新

鹿

里

四

日

、

經

狼

阪

及

太

郎

次

郎

二

嶺

、

並

險

峻

、

余

屢

下

輿

、

息

舁

夫

肩

、

有

婦

人

充

役

、

頭

戴

行

李

、

口

含

烟

管

管

巻

木

葉

爲

之

、

熊

中

山

民

皆

然

、

邊

地

陋

俗

可

概

知

、

至

曾

根

里

、

大

里

正

西

川

愛

助

等

、

迎

餐

於

旗

亭

一

醉

買

舟

、

渡

裏

海

里

許

、

達

三

木

里

、

陸

行

踰

八

鬼

山

、

山

掠

人

面

起

疊

石

作

阪

、

如

梯

靑

天

、

人

言

熊

野

險

路

以

雲

鳥

八

鬼

爲

最

、

信

然

過

矢

濱

、

望

海

口

、

數

石

筍

植

立

波

間

、

山

如

張

吻

欲

吞

、

亦

爲

奇

景

、

沿

灣

至

尾

鷲

宿

焉

五

日

昧

爽

、

有

常

先

辭

去

、

促

程

還

松

阪

、

余

亦

繼

發

經

古

本

船

津

等

村

、

踰

嶺

凡

七

毎

過

一

嶺

、

輙

得

一

巌

崿

島

嶼

、

灣

異

趣

、

州

中

凡

灣

を

生

み

遂

に

降

り

て

居

る

、

人

間

に

陵

墓

あ

る

は

實

に

此

を

以

つ

て

始

め

と

爲

す

、

萬

古

の

遺

跡

、

神

在

す

が

如

し

、

粛

然

致

敬

し

て

去

る

、

此

間

地

勢

陡

に

海

岸

に

入

り

、

髙

浪

沙

澨

を

蹴

て

至

る

、

過

ぐ

る

者

往

々

浪

の

巻

く

所

と

爲

り

去

る

と

云

ふ

、

數

町

に

し

て

木

之

本

驛

と

爲

す

、

驛

吏

迎

へ

て

其

家

に

入

る

、

午

飰

す

、

晩

れ

て

新

鹿

の

里

に

宿

す

四

日

、

狼

阪

及

太

郎

次

郎

の

二

嶺

を

經

、

並

び

に

險

峻

な

り

、

余

屢

々

輿

を

下

り

て

、

舁

夫

の

肩

を

息

む

、

婦

人

あ

り

役

を

充

つ

、

頭

に

行

李

を

戴

き

、

口

に

烟

管

を

含

む

、

管

は

木

葉

を

巻

き

て

之

を

爲

る

、

熊

中

の

山

民

皆

然

り

、

邊

地

の

陋

俗

概

ね

知

る

べ

し

、

曾

根

の

里

に

至

る

、

大

里

正

西

川

愛

助

等

、

迎

へ

て

旗

亭

に

餐

す

、

一

醉

し

て

舟

を

買

ひ

、

裏

海

を

渡

る

里

許

り

に

し

て

三

木

里

に

達

す

、

陸

行

し

て

八

鬼

山

を

踰

ゆ

、

山

は

人

面

を

掠

め

て

起

る

、

疊

石

阪

を

作

し

靑

天

に

梯

す

る

が

如

し

、

人

言

ふ

熊

野

の

險

路

は

雲

鳥

八

鬼

を

以

つ

て

最

と

爲

す

と

、

信

に

然

り

、

矢

の

濱

を

過

ぎ

て

、

海

口

を

望

む

に

、

數

石

筍

は

波

間

に

植

立

し

、

山

は

吻

を

張

り

て

吞

ま

ん

と

欲

す

る

が

如

く

、

亦

奇

景

た

り

、

灣

に

沿

ひ

て

尾

鷲

に

至

り

宿

せ

り
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五

日

昧

爽

、

有

常

先

づ

辭

し

て

去

り

、

程

を

促

し

て

松

阪

に

還

る

、

余

も

亦

繼

い

で

發

す

、

古

本

、

船

津

等

の

村

を

經

て

、

嶺

を

踰

ゆ

る

凡

七

、

一

嶺

有

九

十

九

灣

、

嶺

亦

如

之

、

路

之

險

、

境

之

奇

可

知

矣

、

三

浦

古

里

之

間

洋

中

見

火

輪

船

、

黒

烟

衝

空

、

望

尾

鷲

灣

馳

、

不

知

爲

何

國

舟

晩

宿

長

嶋

六

日

、

早

踰

二

郷

嶺

、

入

伊

勢

、

至

野

尻

謁

瀧

原

宮

、

有

巨

杉

數

百

株

、

森

鬱

蔽

天

、

白

日

爲

昏

、

渡

宮

川

、

川

出

州

西

大

臺

山

、

山

上

有

大

浸

、

西

流

爲

芳

野

川

、

南

流

爲

熊

野

川

、

東

流

即

爲

此

川

、

並

長

三

四

十

里

、

過

三

瀨

北

畑

黄

門

具

教

故

墟

在

焉

、

憶

北

畑

氏

以

忠

臣

之

裔

、

奕

世

顯

赫

、

至

黄

門

、

遭

時

不

濟

俄

取

殘

滅

、

爲

之

悽

然

晩

宿

栗

生

村

七

日

經

櫔

原

至

相

可

午

飰

於

里

正

米

倉

氏

、

可

射

和

大

林

五

一

及

社

司

某

等

携

具

從

松

坂

來

迎

過

前

部

田

導

入

大

里

正

石

井

氏

別

業

、

竹

樹

幽

邃

、

有

茶

寮

面

郊

眺

望

亦

佳

、

憩

飲

移

時

、

莊、

應

不

讓

辟

彊

園

余

亦

學

王

子

猷

不

見

主

人

而

去

、

有

常

來

迎

到

其

蘆

見

其

母

妻

謝

有

常

護

行

之

勞

且

賀

其

行

無

恙

痛

飲

至

夜

作

還

家

之

想

、

、

、

を

過

ぐ

に

毎

に

輙

ち

一

灣

を

得

巌

崿(

崖)

島

嶼

灣

毎

に

趣

を

異

に

す

、

州

中

凡

有

九

十

九

灣

あ

り

、

嶺

亦

之

に

如

く

陸

の

險

、

境

の

奇

知

る

可

し

、

三

浦

、

古

里

の

間

、

洋

中

に

火

輪

の

船

を

見

る

黒

烟

空

を

衝

き

、

尾

鷲

湾

を

望

ん

で

馳

す

、

何

國

の

舟

た

る

や

を

知

ら

ず

、

晩

に

長

嶋

に

宿

す

六

日

早

に

二

郷

の

嶺

を

踰

へ

て

伊

勢

に

入

る

、

野

尾

に

至

り

瀧

原

の

宮

に

謁

す

、

巨

杉

數

百

株

有

り

、

森

鬱

と

し

て

天

を

蔽

ふ

、

白

日

爲

に

昏

し

宮

川

を

渡

る

川

は

州

西

大

台

山

に

出

づ

山

上

に

大

浸(

大

、

、

澤)

あ

り

、

西

流

し

て

芳

野

川

と

爲

り

、

南

流

し

て

熊

野

川

と

爲

り

、

東

流

し

て

卽

ち

此

川

と

爲

る

、

並

び

に

長

さ

三

四

十

里

な

り

、

三

瀨

を

過

ぐ

北

畑

黄

門

具

教

の

故

墟

在

り

、

憶

ふ

に

北

畑

氏

は

忠

臣

の

裔

を

以

て

、

奕

世

顯

赫

た

り

黄

門

に

至

り

て

、

時

の

濟

ら

ざ

る

に

遭

ひ

俄

か

に

殘

滅

を

取

る

、

之

れ

が

爲

に

悽

然

た

り

、

晩

に

栗

生

村

に

宿

る

七

日

、

櫔

原

を

經

て

、

相

可

に

至

る

、

里

正

米

倉

氏

に

午

飰

す

、

射

和

を

過

ぐ

、

大

林

五

一

及

社

司

某

等

、

具

を

携

へ

て

松

阪

よ

り

來

り

迎

ふ

、

前

部

田

を

過

ぎ

、

導

か

れ

て

大

里

正

石

井

氏

の

別

業

に

入

る

、

竹

樹

幽

邃

な

り

、

茶

寮

あ

り

て

郊

に

面

す

、
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眺

望

亦

佳

な

り

憩

飲

時

を

移

す

、

莊

は

應

に

辟

彊

の

園

に

讓

ら

ざ

る

べ

し

、

余

亦

王

子

猷

を

學

び

、

主

人

に

見

へ

ず

し

て

去

る

、

有

常

來

り

迎

へ

て

其

八

日

辞

有

常

氏

還

至

雲

津

、

兒

格

孫

熙

及

門

生

僕

隷

輩

陸

續

來

迎

、

憩

於

高

茶

屋

、

薄

暮

歸

入

山

莊

此

行

從

吾

勢

經

和

州

至

紀

府

、

五

十

里

而

近

、

、

、

從

紀

府

經

熊

野

至

吾

勢

百

里

而

遙

紀

之

歟

勢

邊

彊

相

接

、

爲

隣

邦

然

地

偏

僻

、

而

路

險

遠

、

從

前

吾

藩

之

士

無

作

熊

野

游

者

、

游

從

吾

黨

始

余

安

得

不

記

耶

蘆

に

到

り

、

其

母

妻

を

見

て

、

有

常

護

行

の

勞

を

謝

し

、

且

其

行

の

恙

無

き

を

賀

す

、

痛

飲

し

て

夜

に

至

り

、

家

に

還

る

の

想

を

作

す

八

日

、

有

常

氏

を

辭

し

、

還

り

て

雲

津

に

至

る

兒

格

孫

熙

及

門

生

僕

隷

輩

、

陸

續

と

し

て

來

り

迎

ふ

、

高

茶

屋

に

憩

ひ

、

薄

暮

還

り

て

山

莊

に

入

る

、

此

行

吾

が

勢

よ

り

、

和

州

を

經

て

紀

府

に

至

る

、

五

十

里

に

し

て

近

し

、

紀

府

よ

り

熊

野

を

經

て

、

吾

が

勢

に

至

る

、

百

里

に

し

て

遙

か

な

り

、

紀

の

勢

と

邊

彊

相

接

し

て

隣

邦

爲

り

、

然

も

地

は

偏

僻

に

而

し

て

路

は

險

遠

な

り

、

從

前

吾

が

藩

の

士

、

熊

野

之

游

を

作

す

者

無

し

、

游

は

吾

黨

よ

り

始

、

余

安

ぞ

記

せ

ざ

る

を

得

ん

耶
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度

高

見

嶺

々

在

国

見

岳

北

爲

勢

和

之

界

神

武

帝

入

和

州

蓋

由

此

嶺

云

天

孫

神

且

武

、

群

雄

從

使

令

、

西

州

已

平

定

、

東

面

討

不

庭

、

蠢

爾

長

膸

彦

、

抗

天

勢

暴

横

、

憑

據

孔

阪

險

毒

箭

殞

皇

兄

、

天

孫

曰

噫

嘻

、

向

日

功

難

成

、

我

實

日

神

裔

、

唯

當

背

日

征

、

繞

紀

轉

向

勢

、

神

風

送

旆

旌

、

高

見

與

國

見

、

兩

神

風

大

山

共

崢

嶸

、

大

石

壓

累

卵

、

何

適

不

摧

崩
石

等

語

並

見

御

梟

師

皆

授

首

、

巨

魁

巢

窟

傾

、

中

土

乃

製

中
卜

宅

、

皇

威

震

八

紘

、

歷

世

已

踰

百

、

率

土

奉

王

正

、

我

行

經

此

嶺

、

俯

仰

感

中

情

、

杞

人

休

憂

慮

、

儼

然

在

天

靈

、

過

龍

門

里

々

在

大

和

國

宇

陀

郡

常

磐

抱

牛

若

避

難

處

滿

天

飛

雪

暗

荒

村

、

懷

裡

孤

雛

泣

凍

喧

、

他

日

嶄

然

見

頭

角

、

始

知

此

地

是

龍

門

紀

川

舟

中

望

高

埜

山

中

流

停

棹

掲

輕

蓬

、

遙

揖

東

林

弔

遠

公

、

髟

髴

如

聞

三

實

鳥

、

雨

餘

蒼

翠

落

杯

中

、

妹

脊

山

儼

然

相

對

共

凝

妝

、

山

有

雌

雄

碧

水

傍

、

謠

俗

歐

陽

公

歸

田

錄

東

西

正

相

似

、

小

姑

千

歳

嫁

彭

郎

、江
南

有

大

小

孤

山

而

世

俗

轉

孤

爲

姑

江

側

有

一

石

磯

謂

之

澎

浪

磯

遂

爲

彭

郎

云

彭

郎

小

姑

婿

也

東

坡

詩

舟

中

賈

客

莫

漫

狂

小

姑

前

年

嫁

彭

郎
和

歌

山

歌

神

有

廟

自

風

流

、

碧

水

紅

橋

繋

桂

舟

、

鐘

鳴

食

戸

將

萬

、

亦

是

東

南

磊

落

州

、

𣇄

小

浦

來

靑

後

園

雅

集

同

坐

春

風

裡

、

詩

酒

轉

相

親

、

識

面

有

新

舊

、

論

心

無

主

賓

、

迎

人

花

笑

立

、

呼

友

鳥

來

馴

、

何

異

郷

園

集

、

天

涯

作

比

隣

、

謁

久

埜

大

夫

席

上

賦

呈

經

文

緯

武

氣

堂

々

、

大

厦

安

危

憑

練

梁

、

木

國

豈

唯

有

喬

木

、

鬱

然

身

繋

萬

民

望

、

紀

三

井

寺

留

別

松

平

春

峯

倉

田

伯

成

碧

水

丹

山

却

斷

腸

、

旗

亭

別

酒

暫

飛

觴

、

他

時

何

但

憶

佳

境

、

更

望

美

人

天

一

方

、
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宿

湯

淺

古

碧

樓

故

人

菊

池

士

固

會

詩

友

處

故

人

詩

中

識

此

樓

、

樓

如

舊

識

晩

興

留

、

海

波

瀲

灔

一

簾

月

、

毎

伴

故

人

詩

酒

游

、

士

固

招

飲

契

濶

十

年

心

未

灰

、

訪

君

遙

到

碧

山

隈

、

素

封

千

戸

木

奴

富

、

南

面

百

城

芸

巻

堆

、

花

下

同

歎

頭

白

盡

、

樽

前

相

見

眼

靑

開

、

猶

餘

湖

海

豪

風

在

、

醉

拔

實

刀

驚

坐

來

、

道

成

寺

蕭

寺

千

年

據

峻

岡

、

埋

沙

缼

瓦

色

猶

蒼

、

春

風

好

在

老

櫻

樹

、

花

撲

客

表

吹

古

香

、

江

川

瀨

見

善

水

兄

弟

邀

余

宴

集

庭

櫻

正

屬

艶

陽

辰

、

花

映

靑

樽

酒

幾

巡

、

更

韡

々

棣

崿

美

、

歡

然

共

作

一

家

春

、

一

名

鉛

山

祇

南

海

有

鉛

山

七

境

湯

崎
詩

如

銀

沙

歩

金

液

泉

皆

其

一

也

銀

沙

金

液

好

詩

料

、

芝

石

龍

嵓

好

畫

材

、

天

意

適

降

祇

伯

玉

、

彩

毫

寵

貴

勝

區

來

、

安

居

谷

題

並

木

氏

壁

平

生

敦

好

只

詩

書

、

盃

酒

相

邀

耕

讀

餘

、

凡

化

自

成

里

仁

美

、

何

慙

此

地

稱

安

居

、

二

部

洞

門

巌

當

路

表

仙

關

、

中

有

洞

天

通

往

還

、

織

女

層

雲

車

指

征

路

、

浮

空

紫

翠

是

三

山

、

橋

柱

浦

天

鍾

靈

氣

在

南

維

、

石

多

於

人

怪

且

奇

、

非

是

狡

獪

非

是

戯

、

終

古

屹

然

立

不

移

、

石

亦

有

心

惡

瀾

狂

、

中

流

刀

作

砥

桂

障

、

石

又

有

心

憂

天

墜

、

上

帝

任

作

柱

石

寄

、

君

不

聞

大

古

天

地

洪

、

、

、

荒

初

採

錬

曾

遭

女

媧

須

功

成

高

拱

補

天

手

餘

力

來

鎭

炎

海

隅

游

古

座

川

攅

峯

峭

壁

迎

還

送

、

曲

岸

廻

流

窮

復

通

、

左

眄

右

看

忙

應

接

、

舟

行

摩

詰

畫

詩

中

、

藍

瀨

巨

巌

峻

壁

捕

天

奇

更

奇

、

奥

區

自

少

世

人

知

、

若

將

此

石

此

人

物

、

莘

野

渭

濱

耕

鉤

時

、

那

智

山

瀑

布

匡

盧

水

簾

曾

耳

聞

、

那

智

瀑

布

今

目

擊

、

貴

耳

賤

目

我

豈

敢

、

我

抉

我

目

懸

翠

壁

、

翠

壁

丹

霞

縹

渺

間

、

天

傾

河

漢

濯

孱

顔

、

奇

態

横

出

難

盡

寫

、

頻

手

頻

必

不

暫

閑

、

有

如

虹

懸

蛟

龍

挂

、

激

雷

劈

山

驟

雨

快

、

落

絮

飄

凡

雪

漲

空

、

帝

唾

飛

珠

僊

墜

珮

、

旭

日

射

之

光

陸

離

、

又

現

美

人
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窃

窕

姿

、

吾

畜

両

眼

六

十

歳

、

平

生

未

見

如

此

奇

、

名

勝

亦

自

有

等

位

、

論

品

不

甘

居

第

二

山

有

富

士

湖

琵

琶

、

瀑

是

那

智

可

相

比

、

嗚

呼

今

日

人

中

誰

是

龍

、

雲

將

何

處

去

相

從

、

且

看

天

下

無

雙

瀑

一

洗

平

生

芥

蔕

胸

、

踰

雲

鳥

山

雲

間

縹

渺

上

崔

嵬

、

鳥

道

凌

空

人

馬

哀

、

誰

識

武

候

雲

鳥

陣

崢

嶸

化

作

此

山

來

、

下

九

里

峽

輕

舟

如

箭

下

淸

川

、

峯

去

巒

來

枕

席

前

、

坐

閲

横

披

山

水

巻

、

瞥

然

過

眼

幾

雲

烟

、

題

徐

福

祠

神

山

託

跡

有

餘

榮

、

憶

起

當

初

航

大

瀛

、

萬

里

來

投

君

子

國

、

一

廛

願

作

聖

人

氓

、

靈

芝

仙

藥

豈

殊

種

、

蓬

島

桃

源

非

異

情

、

同

避

狂

秦

君

更

遠

、

鳥

能

擇

木

眼

分

明

、

伊

弉

册

尊

陵

也

有

馬

花

窟

怪

石

表

靈

窟

、

園

陵

鎭

大

荒

瓊

矛

探

國

土

、

天

柱

判

陰

陽

、

神

裔

長

垂

統

、

夷

酋

敢

犯

彊

、

野

花

薦

時

祭

、

遺

徳

萬

春

香

、

熊

埜

道

中

雜

詩

埔

頭

日

夜

望

郎

還

、

起

倚

欄

干

飯

熟

前

、

烟

霧

冥

濠

天

未

曙

、

白

帆

隱

見

蜜

柑

船

、

善

男

善

女

幾

雙

々

、

不

拜

神

祠

拜

佛

幢

、

唱

讃

滿

堂

聲

似

湧

、

筆

山

睿

製

入

村

腔

、

木

葉

吹

烟

代

銅

管

、

鶉

衣

蔽

體

代

羅

襦

、

可

憐

貧

婦

亦

充

役

、

險

路

荷

擔

代

驛

夫

、

到

處

樹

梢

羅

網

懸

、

家

々

衣

食

在

漁

船

、

平

時

却

有

滄

桑

變

、

萬

頃

烟

波

即

是

田

、

一

隻

鯨

魚

潤

七

郷

、

漁

夫

誇

獲

氣

揚

々

、

窮

冬

漁

卿

有

大

獲

輙

亦

己

作

正

月

、

醉

舞

酣

歌

人

欲

狂

、置
酒

會

飲

呼

爲

正月烟

水

霞

峰

半

月

程

、

吟

輿

簾

捲

賞

春

晴

、

老

夫

憑

仗

壯

夫

力

、

狼

阪

鬼

山

安

坐

行

、

柳

色

靑

々

花

氣

香

、

春

風

處

々

酒

帘

揚

、

樊

川

詩

境

身

經

歷

、

千

里

鶯

啼

送

到

郷

、
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あ

と

が

き

一

「

南

遊

志

」

の

著

者

斎

藤

拙

堂

氏

は

藤

堂

藩

士

で

、

萬

延

元(

一

八

六

〇)

年

三

、

月

四

日

に

津

を

出

発

し

、

紀

伊

半

島

を

一

周

し

た

紀

行

文

で

あ

る

。

一

、

原

文

は

漢

文

で

、

既

に

国

立

国

会

図

書

館

デ

ジ

タ

ル

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

に

公

開

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

昭

和

二

十

四

年

刊

行

井

上

豊

太

郎

氏

の

「

詳

細

紀

伊

郷

土

文

献

拾

遺

」

に

も

読

み

下

し

文

付

で

記

載

さ

れ

て

い

る

が

、

今

回

添

付

の

読

み

下

し

文

は

昭

和

十

一

年

庄

司

海

村

氏

著

「

南

遊

志

」

よ

り

転

写

し

た

。

一

、

道

成

寺

の

欄

で

、

江

川

組

大

庄

屋

瀨

見

善

水

と

、

小

池

家

に

養

子

に

行

っ

た

弟

小

池

甚

七

の

名

が

見

え

る

。

ま

た

善

水

及

び

子

弟

は

和

歌

を

能

く

し

、

都

人

の

風

あ

り

と

評

し

て

い

る

。

一

、

三

浦

、

古

浦

の

間

、

尾

鷲

湾

を

望

ん

で

洋

中

に

、

火

輪

の

黒

烟

を

衝

く

船

を

見

る

と

あ

る

。

萬

延

元(

一

八

六

〇)
年

と

云

え

ば

桜

田

門

外

で

井

伊

直

弼

が

暗

殺

さ

れ

た

年

な

の

だ

。

平

成

二

十

二(

二

〇

一

〇)

年

十

二

月

三

十

日(
木)

年

末

寒

波

の

日
清

水

章

博
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